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寄り添い支援活動について 
■  寄り添い支援活動とは 
  絆のあんしん協力員による孤立のおそれがある方への定期的な訪問活動です。 

家族や地域社会とのつながりが極端に少ない方（その疑いがある方も含む）に対して、

気づき・見守り活動から一歩踏み込んで、定期的な訪問活動を行い、顔の見える関係を築

き、社会的孤立状態を解消することを目的としています。   
■  寄り添い支援活動の流れ 
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次ページからは「絆のあんしんネットワーク」における

地域包括支援センター、絆のあんしん協力員、絆のあんし

ん協力機関の活動について、各地域包括支援センターか

ら提出された報告書をご紹介します。 

報告書右上に記載した絆のあんしん協力員、絆のあん

しん協力機関数は、令和 3年 6 月 1 日現在のものです。 

なお、報告書で紹介するふれあいサロンについては、巻

末の資料編(34 ページ～)に詳細を記載しています。 

 

本文中の名称は以下のとおり記載しています。 

・ 地域包括支援センター      → 包括 

・ 絆のあんしんネットワーク連絡会 → 連絡会 

・ 絆のあんしん協力員       → 協力員 

・ 絆のあんしん協力機関      → 協力機関 

 

  

※ 本文中で紹介しているサロン等については、新型

コロナウイルスの影響により活動を中止している場

合があります。詳細は、各包括にお問い合わせ下さい。 

地域包括支援センター 

活動報告 
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情報交換会でサロンの絆を深める 

基幹地域包括支援センター   ℡5681-3373  
協 力 員 53 

協力機関 50 

 

コロナ禍で開催を見合わせた各サロンが、サロン運営の課題について意見を交換し、

情報を共有する場として、情報交換会を開催しました。この情報交換会が課題解決への

糸口になり、サロン同士の関係が深まる結果となりました。 

 

■ サロン再開に向け、情報交換会開催  

基幹包括のエリア内で活動している 6           

カ所のサロンが集まり、サロンの再開に向

けて課題検討を行いました。運営者側と参

加者側から見たサロン共通の課題や、コロ

ナ禍での課題を共有し、意見交換を行いま

した。「会場である施設が使えなければ、公

園で集まってもいいんだ」「電話でつなが

ることもできる」「歌を歌うのではなく、聴

くのみにしよう」など、今までのスタイル

を継続するのではなく、今できるスタイル

に方向転換するという解決策を見出すことができました。 

 

■ 深まるサロン同士の絆 

情報交換会を通してサロン同士の関係

が構築されたことが、その後の繋がりに結

び付きました。 

『梅島うたの会』代表の高須さんのお声

かけにより、近隣のサロン代表者が開催場

所を公園に移した『サロンそよ風』の活動

を見学するために集まりました。 

『ご近所サロンふれんど』の運営スタッ

フは、この見学を契機に開催場所を神社へ

移し、9カ月ぶりの開催にこぎつけました。 

 

人と人の絆を深めるためにも、各

サロンが孤立しないよう、サロン同

士の絆を深める取り組みを今後も

引き続き行っていこうと考えてい

ます。 

 

密を避けて一席ずつ距離を空けました 

元気な声が飛び交います 

【ご近所サロンふれんど】 

開催日時：第 1・第 3水曜日 13：30～15：30 

開催場所：旧スナックふれんど(梅島 2-25-3) 

参加費：100 円 

連絡先：基幹地域包括支援センター 

    5681-3373 
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わかば薬局の里村さん 

■ ふれあいサロン「スマイル体操会」～マスクをしながら笑顔で体操～ 

地域包括支援センターあだち  ℡3800-8155  
協 力 員 40 

協力機関 30 

  コロナ禍においての活動とネットワークづくり 

  新型コロナウイルス感染拡大により、連絡会は二部制や講義形式で行う形をとりま

した。そうした中でも包括の周知・ネットワークづくりのため、地域にある機関との

つながりを増やし、協力機関の登録をしていただくよう努めました。とは言っても、

ふれあいサロンの開催が困難になり、中心となる協力員の方々も苦慮された 1 年でし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 顔の見えるネットワークの構築 

包括では「高齢者になっても住み慣れた地域で安心して暮らしていく」ことを目指

すため、地域の方々や機関との連携が欠かせません。令和 2年度は協力機関として、

わかば薬局さんが足立区から「絆のあんしんネットワーク感謝状」を贈呈されまし

た。 

 

協力員である 4 名のスタッフが中心とな

り、毎月 2回体操をしています。休止中はス

タッフがサロンの参加者に電話で状況確認

を行っています。 

再開を待ちわびる声が多く聞かれたため、

感染の動向を確認しながらスタッフで話し

合い、密にならないよう参加者を分けて二部

制での活動再開を決めました。 

令和 2 年 11 月に再始動し、集まったメン

バーは「久しぶりに体を動かしたけれど何と

か動いた！」「おしゃべりができて楽しかっ

た」と再開を喜び合いました。 

現在は活動休止中ですが、安全・安心に再

開できるよう、スタッフが準備を進めていま

す。再び集まって心から笑いあえる日が待ち

遠しいです。 

わかば薬局さんは平成 27 年に協力機関として登録し、5

年目になります。連絡会の参加や、コロナ流行前には地域の

老人会で健康講座や薬の話をしていただきました。代表の里

村研一さんは、「気軽に健康相談や薬の相談をしていただけ

れば嬉しい」と、薬局から常に地域を見守って下さっていま

す。 
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地域包括支援センター伊興   ℡5837－1280  
協 力 員 36 

協力機関 27 

 人と人がつなぎ合わせる地域づくり ～あなたのそばにいるホウカツ～ 

「包括」の知名度を上げるために地域へ積極的に働きかけ、地域高齢者にとって、も

っと身近で開かれたセンターを目指してきました。 

 

■ みんな DE いこう 2021 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共生社会実現の礎として、人と社会資源が

直接つながれるよう、多世代交流イベントの

開催を目指しています。令和 2年 5 月の緊急

事態宣言解除後、『コロナに負けず、こんな時

だからこそできるイベントをやるべき』との

強い意志の下、伊興地域多世代交流イベント

実行委員会を立ち上げ、協力員、友愛クラブ

会長、子育てサロン、教会、地域学習センタ

ー、社会福祉協議会、包括で会議を重ねてき

ました。 

イベントはコロナ禍が落ち着いた後、開催

する予定ですが、参加者が一丸となって準備

を進めています。 

■ 絆のあんしんネットワーク連絡会 

令和 2 年 7 月は「生活支援体制整備事

業について」、9月は「足立区の水害対策」、

11 月は「地域の中での繋がり」、令和 3年

1月は「特殊詐欺被害について」というテ

ーマで連絡会を実施しました。 

この内 2 回は地域ケア会議や第 2 層協

議体を兼ねて開催。参加者からは「令和元

年の台風 19 号では、高齢者の中でも特に

介護度が重度の方々の避難が課題として

残った」「地域の見守り体制は人だけでは

なく、民間や行政サービス利用という視

点もあることに気づかされた」等の意見

が積極的に出されました。 
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地域包括支援センター入谷   ℡3855-6362  
協 力 員 45 

協力機関 26 

新型コロナウイルス感染拡大の中でも、今できることを一つずつ 

令和 2年は新型コロナウイルスの蔓延から始まりました。 

仲間と気軽に会いおしゃべりする何気ない生活が奪われる中、一人ひとりが我慢しな

がら感染予防に努めました。そのような中でも、出来ることを地道に続け、地域のつな

がりと絆を実感できる活動を実施することができました。 

 

■ 集まる以外の方法を 

最初の緊急事態宣言が発令されたころは、マスクも消毒液も品薄でした。地域の方に

少しでも安心やつながりを感じていただけるよう、お便りやマスクの型紙などのお役立

ち情報を郵送しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 地域のつながりを絶やさないために 

舎人団地では、毎月 20 日の 15 時から団地内

を歩き、地域周辺に異変がないかパトロールを

行っています。参加者からは、「ご近所にお住

いの心配な方の相談や出来事などを話すとて

もいい機会」との声も寄せられ、地域の安全と

一石二鳥の活動と言えます。 

 

■ 感染症に負けない体をつくるために 

地域活動を再開するために個人で出来る取

り組みに視点をしぼり、食事と栄養について

話し合いました。 

入谷団地では、毎月 1 回「茶話会」が開催

されています。感染拡大防止のため、連絡会

は、茶話会の日程に合わせ規模を縮小して開

催しました。 
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地域包括支援センター扇    ℡3856-7007  
協 力 員 67 

協力機関 29 

コロナ禍に負けず、サロン活動を続けるために！ 

扇エリアではふれあいサロン活動が盛んに行われ、サロンの多くは協力機関に登録

いただいています。コロナ禍でサロン活動を中止せざるを得ない状況の中、「できるこ

とを続けたい」「再開できる方法を探りたい」という声が包括に多数寄せられました。

意欲と希望を維持できるよう、包括もサロンメンバーと共に伴走してきた 1 年となり

ました。 

 

■ 足立区立本木小学校と連携しサロンを再開します 

協力機関であるふれあいサロン「ぐらんぱ扇」は、健康マージャンにより地域の絆を

広げている大変人気のあるサロンです。コロナ禍で会場が閉鎖される中、「いつ再開す

るの？」という参加者からの声が絶えず、次なる会場探しにメンバーが奔走。包括も会

場探しに協力しながら話し合いを重ねてきま

した。ソーシャル・ディスタンスを保ちながら

30 人程度の参加者が活動できる場所として、地

域の学校を会場にしようと考えました。そして

ついに「足立区学校開放事業」の団体登録を済

ませ、足立区立本木小学校に会場を確保するこ

とができました。現在は安全に再開できる日を

待っています。協力員の中川健次郎さん、高木

昇さんは「ささえあいコール」を通してメンバ

ーの見守りを継続しています。 

 

 

■ 公園で絆づくり！ふれあいサロン「茶でいっぷく」 

協力機関であるふれあいサロン「茶でいっぷく」は、新型コロナウイルス感染症対策

と参加者の交流を両立させるため、公園で月 1 度のサロンを再開することに成功しま

した。代表者の安木一美さん（協力員）は、「み

んなで元気アップ教室」の参加をきっかけに習

得した体操に、サロンのメンバーと一緒に取り

組みたいと考えました。同じく教室に参加した

中川健次郎さん、高木昇さんの協力も得て、皆で

のびのびと身体を動かしています。体操後は自

然と会話がはずみ、貴重な地域交流の場となっ

ています。包括から椅子の貸出をしているので、

椅子に座って体操をすることも可能です。 

 

左から校長先生・中川さん・高木さん 

とても楽しそうでした 
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活発な意見が飛び交いました 

サロンの代表者との意見交換の様子 

ネイルを通してご協力いただいています 

地域包括支援センター江北   ℡5839-3640  
協 力 員 22 

協力機関 20 

孤立を防ぎ、絆を深めていける地域づくりを目指して 

江北では協力員・協力機関をはじめ民生・児童委員、自治会、ふれあいサロン等と連

携して地域づくりに励んで来ましたが、コロナ禍の中、孤立する高齢者が増えている現

状から、今後の地域づくりを関係者の方々と模索する 1 年となりました。 

■ 絆のあんしんネットワーク連絡会 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 絆のあんしん協力員の紹介 

令和 2年度に協力員に登録された薄井さんをご紹介 

します。 

薄井さんは日本保健福祉ネイリスト協会の福祉ネイ 

リストとして、福祉施設等で活躍されています。認知症 

予防の効果などが期待できるネイルを用いて、高齢者や  

障がい者の方々にいつも笑顔と元気を届けています。 

薄井さんは寄り添い支援活動に積極的に参加を希望 

されており、現在 2 名の方の支援をお願いしておりま 

す。対象者の方からも「薄井さんと話すことで安心する」 

という声が聞かれ、孤立防止や地域づくりには欠かせな 

い存在となっています。 

令和 2年 9 月の連絡会は、「コロナ禍以

降の担い手の活動について」と題して、江

北地区のふれあいサロン代表者に集まっ

ていただき、サロンの活動状況や運営の

課題などを話し合いました。ほとんどの

サロンは活動を再開できていないもの

の、再開を望む多くの声が寄せられてい

るため、「感染症対策に配慮して二部制に

して開催してはどうか」など、活発な意見

交換がありました。また、代表者が参加登

録者へ安否確認の電話連絡を実施してお

り、入院時には報告の連絡が入るなど、孤

立防止に向けて取り組んでいるサロンも

ありました。今後も、地域ぐるみで孤立防

止に向けて取り組んでいく必要性を感じ

ました。 
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地域包括支援センターさの   ℡5682-0157  
協 力 員 41 

協力機関 36 

コロナ禍でも継続できる地域活動について考えました！ 

令和 2 年度は、連絡会に新たなメンバーを迎え、さらに広がったネットワークで、

「コロナ禍における地域活動」について検討を行いました。 
 

■ 新たなメンバーの連絡会への参加 

当包括では、これまで住民主体の通いの

場(※)の創出に取り組んできました。令和

元年度の連絡会では、このような通いの場

が介護予防や見守り活動に繋がっている

ことを参加者で共有しました。 

令和 2年度は、通いの場に会場の提供等

でご協力をいただいている特別養護老人

ホームや、サービス付き高齢者向け住宅が

協力機関に登録。連絡会では、エリア内の

通所事業所や居宅介護支援事業所の参加

を得て、地域活動について検討しました。

事業所の方々からは、「地域には住民の活

動が沢山あることを知ることができた」

「地域住民の活動に事業所として力にな

れることがあると思う」などのご意見が寄

せられました。 

今後も連絡会を通して、「地域による介

護予防」を進めていきます。 

※ 通いの場とは、地域に住む高齢者が集 

まり、さまざまな活動を通じて仲間と楽 

しんだり、リフレッシュしたりと、日々の 

生活に活気を取り入れてもらうための取り組みを提供する場です。 
 

■ コロナ禍における地域活動と資源マップの作成 

令和 2年度の連絡会は、新型コロナ感染拡大防止のため、エリア内を 2 つに分け、3

密を避けて開催しました。 

コロナ禍の影響により、高齢者が活動の場を失い、体力や気力が低下している状況が

みられています。そこで、年度初めに計画した「資源マップづくり」では、コロナ禍で

も継続している地域活動についての情報を共有し、現況で活用できる資源マップの作

成に取り組みました。コロナ禍でも参加可能な地域活動を見える化するツールとして、

見守り活動に活用していただき、少しでも地域の介護予防の取り組みに繋げていきた

いと考えています。 

「通いの場」などの地域資源の大切さを学ぶ 

グループで資源マップを作成しました 
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地域包括支援センター鹿浜   ℡5838-0825  
協 力 員 60 

協力機関 26 

 

 

令和 2 年度は、コロナ禍で満足に活動できな

い中、ソーシャルディスタンスを保ちながら、連

絡会を開催。令和 2 年度の活動の振り返りや、

令和 3 年度に向けての活動について話し合いま

した。活動休止の中でも出来ることをやってい

こうと協力員・協力機関を中心に、電話での安否

確認、掲示板での呼びかけや戸別訪問による声

かけ等、積極的な活動の報告がありました。 

独居高齢者への定期的な電話での安否確認の

際に、異変を感じた協力員が包括へ相談し、早

期発見に至った事例の報告もあり、改めて、協

力員・協力機関の活動の有難さを痛感しました。 

コロナの終息を願い、各々の地域活動の再開

を期待して、地道な活動を継続していこうと満

場一致。今後の活動が期待されます。 

 

 

■ 絆のあんしん協力機関の紹介 

コロナ禍でサロン活動休止の中、参加者の安否確認を定期的に行い、協力員として近

隣住民の見守りや声かけも積極的に行

う、『体操クラブつどい』のスタッフ。何

か異変があれば早急に報告、連絡、相談

と包括との連携体制も完璧です。「これ

からもスタッフ皆で力を合わせて地道

に安否確認など見守りを行い、サロン再

開を目指していきます。早く参加者やス

タッフの元気な顔が見たいです」と代表

の高橋さん。コロナに負けず活躍中で

す。 

体操クラブつどいのスタッフです！ 

後列左から 有泉さん、高橋さん、新藤さん、鈴木さん  

前列左から 瀧川さん、本間さん 

皆さんの報告、とても勉強になります 

みんなの力で途切れない地域の絆を目指して 
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地域包括支援センター新田   ℡3927-7288   
協 力 員 39 

協力機関 33 

コロナに負けない！みんなで考える新しい絆～それぞれの工夫を紹介～ 

令和 2年 7・8 月に行われた連絡会にて、コロナ禍における「孤立防止」「見守り」の

工夫について、参加された方々のご意見を一部ご紹介します。 

 

■ 医療機関・介護保険事業所・民生委員から感染症対策についての意見 

 

 

 

 

 

  

 

 

■ サロン休止中の工夫やサロンに代わる見守り方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真はコロナ前に撮影） 

■ マスクが繋ぐ見守りの絆（一例） 

 

家で過ごす時間が長くなり、手芸を始め

られた民生・児童委員・協力員の方々もいら

っしゃいました。 

使わない洋服や生地を活用し、出来上が

ったマスクは見守り訪問時に配布したり、

福祉施設に寄付したりしています。 

 

 

令和 2年度は大変な事も多かった年ですが、改めて「人とつながることの大切さ」を

強く感じられた年でもありました。 

それぞれの工夫を共有し、新しい見守りのカタチを作り上げていきたいですね。 

色柄豊富なマスクたち。既に 200 枚以上作成しています 

・ 職員の勤務体制見直し 

・ 非接触での処方対応 

・ テレビ電話の活用による要支援者の早期

発見 

・ 訪問リスクがある高齢者対応は、包括が

担当するといった役割分担の検討 

・ サロンの内容を飲食・歌から、感染症対策

をした上でのおしゃべり活動に変更する 

・ ゴミ捨て時に、声かけや安否確認をする 

・ 訪問を控え、電話での安否確認に切り替

える 

←ふれあいサロン「虹の会」主催シニアの賄い 

“comecome（噛む噛む）” 

再開時の献立を考えているそうです 
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■ 外出が減った今こそ、見守りが必要！ 

  外出自粛期間が長く続いたことを受け、梅田通町会（梅田通あった会）と梅田東

町自治会（梅田東町自治会見守会）が、高齢者の見守りパトロールを実施しました。 

一人暮らしの高齢者のお宅を訪問。新型コロナウイルスの感染症対策にも配慮し、

通常よりは少人数での訪問やマスク着用を徹底しています。打ち合わせも屋外を利

用したり、最小限の時間に絞ったり、報告も口頭ではなく文書を利用する等の工夫

をし、訪問先や活動者へも配慮した形で開催しました。 

新型コロナウイルスの流行を受け、これまで当たり前に行われていた活動が出来

ない状況が続いています。これまでの交流の場が無くなってしまったことで、高齢

者の外出の機会も減っています。包括関原では、令和 2 年度はコロナ禍の中で何が

できるか、住民を交えてオンライン会議を開催し検討しました。会議では、来訪者

の検温・手指消毒に加え、座席間隔を広げるといった感染症対策を徹底することや、

既存の見守り活動の大切さを改めて確認しました。 

10 年間の感謝を込めて、足立区から感謝状を贈呈

しました。これからもよろしくお願いいたします 

地域包括支援センター関原   ℡3899-1487 
協 力 員 120 

協力機関  62 

集まれない今だからこそ地域の力を（地域の見守りパトロール） 

 

 

コロナ禍での訪問の注意点を確認しました 顔なじみの訪問に安心された様子 

「ありがとうね」とお言葉もいただきました 

■ 梅田通りあった会発足 10 周年！ 

足立区内で先駆的に見守り活動に取り

組まれた梅田通あった会の活動は、令和 3

年 2月に 10 周年を迎えました。長きにわ

たり地域の皆様に声をかけ、安心して生

活できる地域づくりに取り組まれて来ま

した。活動されている梅田通りあった会

の皆様には心より感謝申し上げます。 
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地域包括支援センター千住西  ℡5244-0248  
協 力 員 49 

協力機関 42 

 

 感染拡大防止のため、密にならないよう配慮しながら連絡会を開催。 

千住西・千住本町合同 「花・プロジェクト千住」 
令和 2年 12 月 22 日(火) みどりの魅力でつながるまちづくり 

    

 

心を落ち着かせる 
甘いものを持参 

事前に医療管理の
必要な方の対応を 

避難所はホテルで
はない。早めの行動 

おうち防災→在宅
避難の準備が大事 

▼災害ボランティア ▼ケアマネジャー ▼管理栄養士 ▼地域防災士・町会 

 

▼災害対策課 

在宅避難→分散 
避難→避難所へ 

「災害時に役立つ知識と行動」～台風 19号上陸 そのときあなたは…～ 
令和 2年 9 月 10 日(木) 地域の身近な専門職等から体験談を聴く 

この連絡会の成果 
①  住民・専門職・関係者が「防災」につ

いて考えるきっかけとなった。 

②  事前準備や初動、災害対策課の取り組

みを知ることができた。 

③  参加者メンバーの災害時の自助・互助

の意識が高まった。 

   

今年のテーマは、「コロナ禍でも、地域とのつながりを大切にしよう！」 

シンポジウム形式の連絡会では、令和

元年の台風 19 号で体験したことを専門

職の皆さんに語っていただきました。 

参加者の感想は「教訓になることが多

かった」「一人暮らしの人はどうするんだ

ろう？」など、様々な気づきがありまし

た。 

 

この連絡会の成果 
① 女性 4名で活動開始。「千住なでしこ」を結成し、現在は 8名となりました。 

② コロナ禍でも、草花を育てる喜び・新しい仲間づくり。人とつながる楽しさを経験。 

すみれ会の田中氏 
花壇づくりの講義 

公園管理課と公園の 
自主管理協定を締結 

みんなで 
花植え開始 

コロナ時代をあきらめずに進む！新たな活動を考えて実践しよう 

花・プロジェクト千住のメリット 

① 老若男女問わず ② 屋外活動 ③ 土いじりで体を動かす ④ 花の成長を楽しむ 

⑤ 新しい仲間づくり ⑥ 美化・防犯活動 ⑦ 地域協働交流の 7 つです。 

千住なでしこ結成 

公園の自主管理団体「すみれ会」の田中氏から、花づくりのノウハウを傾聴。何もな

い公園に花を咲かせよう！これが、新たな地域活動「花・プロジェクト千住」です。 
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つながる工夫や取り組みを共有しました 

連絡会の様子 

様々な意見がでました 

地域包括支援センター千寿の郷 ℡3881-1691  
協 力 員 20 

協力機関 24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地域の体操教室も、2部制にして再開 

令和 2 年 5 月の緊急事態宣言解除後、7

月より計 3回、連絡会を開催しました。令

和 2 年は例年と異なり、毎回 30 名を超え

る参加者となり、会場も 3密対策に苦慮し

ました。 

会議では、コロナ禍における各町会・自

治会や事業所の現状と活動の工夫を共有

しました。町会では、感染防止のチラシ等

を町会員だけでなく、全世帯へ配布するな

ど、活動対象の幅を広げています。 

また、感染予防対策を徹底し、7 月より

体操教室を再開し、フレイル予防にも努め

ている町会もあります。協力機関に登録を

されている NPO 法人では、食堂の運営は中

止しましたが、持ち帰りご飯の販売を始

め、来所される方の健康状況の確認をして

います。男性のサロンではつながりが全て

切れないよう、詰将棋の問題と近況を確認

する手紙を配布しています。 

その一方で、事業所からは、「サービス利用を控えたことにより、筋力低下や他

者と話す機会が減り、認知症が進んだ」等、コロナ禍で起こった様々な課題が出さ

れました。コロナ禍だからこそ、人と人とのつながりを大切にする想いが生まれ、

様々な工夫や取り組みの実践例を共有しあう連絡会となりました。今後は、出され

た課題について、どのように取り組むことができるか話し合う予定です。 

コロナ禍だからこそ、これからもつながり、支えあうために 
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地域包括支援センター千住本町 ℡3888-1510  
協 力 員 24 

協力機関 40 

新たな公園で『花壇作り』をはじめてみよう！ 

協力員として活躍されている田中心一さんに、「千住ほんちょう公園・すみれ会」の

立ち上げから、現在までの公園内の花壇作り活動についてお話していただきました。 

 

■ 花壇作りを通じて新しい仲間に出会えたことが良かった 

「たこ公園」の愛称で親しまれている

千住ほんちょう公園は、たこの滑り台を

はじめ、楽しい遊具がたくさんあります。

地元住民だけではなく、遠方からも親子

連れが訪れています。以前の公園は草花

の生えていない殺風景な印象でしたが、

平成 25 年に「千住ほんちょう公園・すみ

れ会」が発足し、3坪から始まった花壇作

りは、現在 21 坪まで広がっています。 

田中さんから花壇の植え込み、水撒き、

雑草取りなど日々の活動や、足立区の花

いっぱいコンクールで表彰されたお話をしていただきました。中でも、公園の花壇作り

を通じて新しい仲間に出会えたことが、すみれ会の活動を長く続けられている理由だ

というお話が印象的でした。 

 

■ 新たな公園の花壇作り、題して『花・プロジェクト千住』 

 

連絡会の参加者からは、公園の花壇作

りは「コロナ禍でも 3密を避けて活動で

きる」「活動を通じて活躍の場となる」「町

の美化や防犯にもつながる」と多くの賛

同を頂きました。ぜひ、「千住ほんちょう

公園・すみれ会」の花壇作りの活動を、

「他の公園でもやってみたい」と声が上

がり、企画を検討することになりました。 

 

 

題して『花・プロジェクト千住』。現在では包括千住本町エリアを越えて、活動の輪

が徐々に広がっています。千住の町をきれいな花でいっぱいにしていきましょう！ 
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地域包括支援センター中央本町 ℡3852-0006  
協 力 員 91 

協力機関 31 

絆のあんしん協力機関ご紹介（中央本町地域学習センター） 

■ 気がかりな高齢者の方々への見守りを通じて・・・ 

来館される高齢者の中には、意思疎通が困難な方

もいらっしゃいます。ある方は杖を突いて歩行中に

館内で転んでしまわれたので、心配した職員が少し

休憩することを提案しました。しかし、ご本人に言

葉が通じず、そのまま帰られてしまいました。後日、

来館したところを見かけた際には、さりげなく挨拶

をしながら職員同士で見守りをしていたと語る田

口所長。また別の場面では、館内で体調が急変した

高齢者がいらしたので救急車を呼ぶも、一人暮らし

のためすぐに連絡のとれる家族がいませんでした。

そのため、職員が病院まで同乗することもあったとのことです。 

高齢者の姿を急に見かけなくなると心配になるため、さりげない見守り活動等を通

じて、高齢者が少しでも安心して来館いただければ、と温かい眼差しを浮かべる所長で

した。 

センター玄関前にて田口所長 

中央本町地域学習センターとは、認知症サポーター講座やふれあいまつり、介護予

防教室等を通じて、絆を深めさせていただいた経緯があります。なかでも、地域の高

齢者を見守るという点においては、協力機関登録当初、併設の図書館に定期的に来館

いただいていた男性高齢者に対する接し方・見守りの仕方について、ご相談を受けた

ことがありました。当時、お互いに連携を取りながら、さりげない見守りや支援を通

じて、ご本人が安心して寛げる場所を提供していただきました。それがきっかけとな

り、ご本人と包括との信頼関係を作ることにつながりました。 

※ 【地域学習センター】区内 13 カ所あり、講座・教室の開催、サークル活動の支

援、施設の貸し出しなど、地域に密着した生涯学習の支援を行っています。 

■ 地域で考えるフレイル～オーラルフレイルについて（連絡会） 

令和 2年度の連絡会では、歯科衛生士の藤田先

生から、話をする・噛む・飲み込む等、口腔機能

の低下（オーラルフレイル）をテーマに、栄養・

身体活動や社会参加との関係性について、わかり

やすく説明いただきました。コロナ禍で家に籠り

がちな今、社会に出ることや人と話をすることが

いかに大切であるかを再認識した連絡会でした。 

オーラルフレイルについて学びました 
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男性の孤立予防を目指して ～ふれあいサロンむつみ会講演会～ 

講演会開催の機運が高まったのは、「むつ

み会」の参加男性が減少してしまったこと

がきっかけです。家の中にひきこもりがち

な男性が地域社会に第一歩を踏み出せるよ

う、男性が多く活躍されている「よつばサ

ロン」と協力し、イベントを開催すること

となりました。 

  当初はよつばサロンの主な活動である麻

雀をメインに行う予定でしたが、3 密を避

け、しかも男性が興味を持てるテーマであ

る足立区の歴史や、終活エンディングノー

トに関する講演会に変更することに。万全

の感染症対策のもと、令和 2 年 11 月 25 日

に綾瀬勤労福祉会館にて開催し、53 名の

方々が来場されました。 

地域包括支援センター東和   ℡5613-1200  
協 力 員 38 

協力機関 37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  当日は、足立区の歴史について興味をもたれた男性や、エンディングノートについ

て考える機会にしたい女性など、性別を問わず多くの方にお集まりいただきました。

また、包括の存在や活動、とりわけ介護予防に関する様々な取り組みについて周知す

る良い機会となりました。 

 

■ 地域資源 MAP づくり～ハザードマップを活用し、垂直避難場所を知ろう！～ 

連絡会では、地域資源 MAP づくりに取り組み

ました。足立区ハザードマップを活用し、地域

に住んでいるからこそ分かる情報を中心に、水

害発生の際に危険と思われる箇所や垂直避難

場所を地図に盛り込んでいきました。今後は町

会や自治会での活用を検討していく予定です。

コロナ禍でのグループワークということで、細

心の注意を払いながらも、参加者全員が絆を感

じ合う場となりました。 
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地域包括支援センター中川   ℡3605-4985  
協 力 員 44 

協力機関 38 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍での地域活動のあり方について検討 

■ シニア向けスマートフォン教室の開催へ 

  コロナ禍での活動を行うツールとして、直接の面会を避けたコミュ

ニケーションや情報収集、緊急連絡等の手段として活用できるスマー

トフォンを学んでみようという声が上がりました。そこで、連絡会で

スマートフォン講座を開催したところ、スマートフォンの機能の多さ

に驚くと共に、活用してみたいとの感想をいただきました。 

■ 今後はデジタルツールをどう地域活動に活かすかが課題 

  シニア向けにパソコンやスマートフォンなどのデジタルツールの利用方法をより分

かりやすく伝えることで、個人で楽しむだけではなく、地域活動などへの有効活用も

検討していきたいと思っています。令和 3年度はさらに連絡会で話し合いを続けてい

きたいです。 

↓
ス
マ
ホ
講
座 

 ↓
連
絡
会
の
様
子 

「人生ココからフォーラム」情報 

令和 3 年 2 月 6 日にオンライン開催されました。コ

ロナ禍のために会場での開催はできなかったもの

の、多くの方にご視聴いただいています。 

ぜひ一度おためしください。 

右の QR コードから YouTube 

にて視聴できます。 

 令和 2 年度は新型コロナウイルスの

感染拡大防止のため、地域での活動や

会議などの開催ができない時期が続き

ました。そういった状況の中、感染症対

策を講じて開催した連絡会では、コロ

ナ禍での地域活動のあり方について検

討しました。まずは地域の現状を把握

し、課題の抽出をすることに。活動自粛

をやむを得ないと諦めるのではなく、

活動の必要性を再認識した上で、感染

症対策など工夫をしながら、どのよう

にしたら開催できるかを考えるという

発想の転換に至りました。 
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地域包括支援センター西綾瀬  ℡ 5681-7650  
協 力 員 26 

協力機関 18 

 

 

 

令和 2年度は新型コロナウイルス感染予防で 3密を避け、連絡会の開催を西綾瀬地区

と弘道・青井地区に分けて開催。いくつになっても住み慣れた地域で自分らしく生活し

ていくための、地域作りやネットワーク作りについて意見を出し合いました。 
 

■ 西綾瀬地区：早期発見のネットワーク 
 

 

 

 

■ 弘道・青井地区：消防署との連携 

 

 

 

 

 

 

■ 声かけや挨拶での関係作り 

連絡会の中で、「知らない人へも声かけや挨

拶を交わし合う地域づくりが重要」という意見

が出ました。天気や季節の話から体調を確認

し、具体的な言葉で「いつも頑張っているね」

という励ましや労いの言葉をかけることが関

係作りには重要との意見もありました。ネット

ワーク作りの基本を認識できた連絡会でした。 

■ 西綾瀬地区：薬局との連携 

■ 弘道・青井地区：地域での声かけ 

絆のあんしんネットワーク連絡会で、 
コロナ禍でのネットワーク作りを考えました！ 



地域包括支援センター 活動報告 

23 

 

地域の情報交換と地域の担い手づくりを目指しています！ 

地域包括支援センター西新井  ℡3898-8391  
協 力 員 37 

協力機関 34 

 

西新井・栗原地域では、自主グル

ープやサロンの活動が活発化して

いましたが、新型コロナウイルス感

染拡大による緊急事態宣言の発令

に伴い、ほとんどの行事が中止とな

る 1年に。ただし、コロナ禍におい

ても連絡会を開催し、メッセージカ

ードを作成することが出来ました。

メッセージカードは、民生・児童委

員・協力員から、地域の見守りやコ

ロナ禍でもできる活動として、手紙

による安否確認や、包括西新井へつ

なぐきっかけになればとの声から

生まれました。 

令和 3年度は、内容等をさらに検

討し、一般の方々にも配布できるも

のにしていきたいと思っています。 

■ 絆のあんしんネットワーク連絡会 

  令和 2年度は、協力員の高齢化も進んでいるため、地域の方との情報交換や担い手

づくりを議題として、連絡会を開催してきました。新しい協力員も仲間に加わり、地

域の課題や困りごとの話し合いもさせていただきました。これからも、地域で支え合

い、チームで協力していけるよう、包括として取り組んでいきたいと考えています。 

 

↑作成したメッセージカード 
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地域包括支援センター西新井本町 ℡3856-6511  
協 力 員 13 

協力機関 25 

『地域の結びつきをより拡
ひろ

く、より強く、より深く』 

  新型コロナウイルスの感染拡大により交流の場は減少し、これまで以上に高齢者の地

域での孤立や、問題の早期発見が喫緊の課題となりました。感染症対策を取りながら、活

動継続のための試行錯誤を繰り返していく中で、地域の結びつきをより強くより深いも

のとしていく必要がある、と改めて考えさせられた 1年となりました。 

 

■ 令和 2年 10 月あんしん連絡会 ～子ども食堂「3 つの木」事例紹介 代表：倉橋様～  

従来は偶数月に年 6 回開催していた『連絡会』ですが、令和 2 年度はようやく 10 月に

開催することが出来ました。協力員・協力機関や民生・児童委員等の方々にお集まり頂き、

こども食堂『3つの木』代表の倉橋さんより、活動内容や工夫点などのご紹介を通じて、

「コロナ禍における見守り活動」について一緒に考えました。 

倉橋さんは、『個食』を問題としてとらえ、支えの必要な子どもや生活困窮者の助けに

なれば、と『3つの木』を始められました。徐々に参加者は増えたものの、問題の実態は

なかなか見えてこなかったそうです。そこで、参加を『誰でもどうぞ』とした結果、「普

通の家族でも個食の人がいる姿が見えてきた。母親は育児や家事を優先せざるを得ず、会

話をしながら、ゆっくり食事をすることができていない。『3 つの木』では子ども同士、母

親同士で会話を楽しみながら食事ができる」とお話がありました。 

また、「食事の片付けや子どもの相手を高校生等のボランティアに任せる事が出来るの

で、母親も息抜きができている。新型コロナウイルス流

行以降は、お弁当を配布したり、ひとり親家庭を対象に

フードパントリー(※)を開催するなどの活動に切り替

えながら、また食堂が再開できるよう準備をしている」

など、興味深いお話をいただきました。 

※ フードパントリーとは、ひとり親家庭など何らか 

の理由で十分な食事を取れない状況の人々に、食品 

を無料で提供する活動です。 

■ 感染予防を徹底してサロン活動を実施 

～サロン『栗の実』代表：秋本様～ 

新型コロナウイルスの蔓延でサロン活動はしばらく中断

となりました。しかし、サロン『栗の実』では参加者の皆様

から「冬場に感染が拡大する前にみんなで集まりたい」とい

う声が多く挙がりました。そのため、広い会場を借り、アク

リル板を設置するなど 3密・感染予防を徹底した上で、10 月

に開催することが出来ました。代表の秋本さんは、参加者の

方々と休会中も連絡を取り続けていて「早くコロナが収束し

て、毎月気兼ねなく集まれるようになるといいね」と、再会

を望む声を多くいただくそうです。 
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■ 今後の地域づくりで目指していきたいこと 

「包括との連携や、連絡会の参加により地域の様々な方と知り合うことができ、高

齢者向けの相談先や各種サービスについて知識を得ることが出来ました。今後もＵＲ

の課題である『孤独死』防止に努め、令和 3年度は多世代で交流できるようなサーク

ル活動の企画を進めて行きたいです」とのことです。 

昨年度から「花畑地区あんしん連絡会」参加者で作成してきた「花畑地震防災マ

ップ」が、ようやく完成しました。 

■ 一次避難所ごとに計 7 バージョン完成！ 

地震被災時の一次避難先は町会ごとに 7 カ所

あるため、地図が大きく見やすくなるよう 7 バ

ージョン作りました。参加者の皆様からのご意

見をもとに、防災知識はもちろん、自分の町会

と一時集合場所・一次避難所を確認することで、

地域とのつながりをより意識してもらう内容に

なっています。 

より密に！あんしん協力機関「ＵＲ花畑管理事務所」との連携 

■ 生活支援アドバイザーとは？ 

「高齢者を対象に、住まいや生活全般の相談に対応

しているＵＲ花畑団地管理事務所の常駐職員です」 

地域包括支援センターはなはた ℡3883-0048  
協 力 員 22 

協力機関 19 

ついに完成！高齢者に見やすい「花畑地震防災マップ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ すでに町会で活用いただいています！ 

来所者や訪問時の配布のほか、「防災の勉強会で使い

たいから」という町会には、お渡しして活用いただいて

います。今後は活用の仕方も連絡会で共有する予定で

す。 

日頃より、心配な方をいち早く包括へつないでくだ

さる「ＵＲ花畑団地生活支援アドバイザー」のグイヤ

ー裕美さん。協力機関として心掛ける包括との連携

や、今後の地域づくりへの意気込みを伺いました。 

■ 日頃の業務で心掛けていること 

「情報収集が大切だと考え、顔が見える関係になれるよう自

治会や地域の方が集う場へ積極的に参加しています」。また「住

民は十人十色。相談者が何を求めているかを見極め、私たちで解

決できないことは包括さんへおつなぎするようにしています」

と語られていました。 
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12 月 15 日の年金デー 

■ 地域の密着した信金さんとの連携 

足立成和信用金庫南花畑支店さんとは、

これまでも協力機関としての関わりがあり

ましたが、今後はさらに連携を深め、年金デ

ーに包括の広報誌の配布や高齢者、家族へ

の声かけ等の協力をいただくこととなりま

した。 

新たなつながりの形を模索して 

コロナ禍により、これまで積み上げてきた地域づくりが出来なくなり、新たなつな

がりの形を模索しました。諦めず、恐れ過ぎずに活動を続ける中で、これまでにない

活動や人とのつながりを作ることができた 1年でもありました。 

 

■ DVD 体操自主グループ「常楽」 

コロナ禍で運動の場がないという地域の声に対して、包括のある常楽診療所待合室

を活用し、DVD 体操の自主グループ立ち上げを支援しました。感染予防対策を行いな

がら、地域のスポーツ指導員や協力員も加わり体操をしています。 

 

■ 六町みんなの庭活動 

六町駅前に建設中の「安全安心ステーショ

ン(※)」前に花壇を作り、交流の場にする活

動があります。包括職員も地域の高齢者と一

緒に参加し、その様子を連絡会で報告しまし

た。今後、元気な高齢者の活躍の場になりそ

うです。 

  ※ 令和 3 年 11 月開設予定。愛称名は「ろ

くまる」に決定しました。 

地域包括支援センター一ツ家  ℡3850-0300  
協 力 員 26 

協力機関 39 
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感染予防対策をして話し合いました！ 

たくさんの意見が出ました！ 

地域包括支援センター日の出  ℡3870-1184  
協 力 員 24 

協力機関 21 

  コロナ禍でも出来ること！ 

 

 

 

 

令和元年度は、住民が主体となって「楽しい

ひととき 笑顔マップ」を作成しましたが、新

型コロナウイルスの影響で配布は保留に。そ

れに加えて、マップに掲載されている活動も

ほとんどがストップしてしまう状況となりま

した。 

新型コロナウイルスの終息が見えず、自粛

期間が長引く中、連絡会では「コロナ禍でもつ

ながりを保ち、元気に生きていくためにはど

うしたらいいか」を参加者同士で話し合いま

した。 

その中で、「感染予防に気をつけながら趣味

などの活動を再開している人がいる一方、自

宅に引きこもり続けている人もいるので体力

低下が心配だ」という声が上がりました。 

 

その声を受け、参加者から「何か情報提供できるパンフレットがあれば、安否確

認を兼ねて町会で配布できるよ！」という提案をいただきました。早速包括日の出

にてフレイル予防のパンフレットを作成し、日の出管内の町会自治会に配布もしく

は掲示をお願いしたところ、すべての町会自治会からご協力いただけるとのお返事

が。コロナ禍でつながりを維持することが難しい状況が続く中、パンフレットをき

っかけに、見守りや情報提供をすることが出来ました。 

 
参加者からは、「配布を

一方通行にせず、リアク

ションが貰えるような方

法も考えてみたい！」な

ど、様々なご意見をいた

だきました。 

コロナ禍でも出来るこ

とを探し、厳しい状況で

あっても元気に生活して

いきたいと感じる機会に

なりました。 
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地域包括支援センター保木間  ℡3859-3965  
協 力 員 61 

協力機関 42 

今年度のあんしん連絡会は、1年を通して新型コロナウイルス 

感染症対策をテーマとさせていただきました。 

令和 2 年度は新型コロナウイルスにより、地域での感染拡大、日常生活の変化や緊

急事態宣言による行動・活動制限等、地域の皆様が不安にかられる年となりました。そ

こで、正しい予防対策・正確な地域情報を伝えるため、「新型コロナウイルス感染症対

策」を連絡会のテーマとしました。 

 

■ 「コロナ禍による地域課題」について意見交換 

7 月の「連絡会」では、「コロナ禍における地域課題」をテーマに意見交換を行いま

した。「感染に対する不安があるが、地域での情報が入りにくい」「高齢者が情報を入手

しづらいので包括から正しい情報を伝えてほしい」「情報

の共有化は必要ではあるが個人情報保護との兼ね合いが

難しい。実際感染者に対するバッシングなど人権問題ま

で発展する。冷静な対応が必要ではないか」「外出自粛に

よる引きこもりによってうつなどの弊害が出て来てい

る」など、情報の問題、人権の問題、生活における課題

など様々な意見が出されました。  
■ 「感染症について」研修形式での「絆のあんしん連絡会」開催 

11 月の「連絡会」では、地域包括ケア推進課認知症施策推進担当の岡崎係長を講師

に迎え、講義をしていただきました。 

事前に参加者より、「地域の感染状況など、より地域性の高い情報が聞きたい」との

意見がありましたので、足立区のコロナ感染者の推移や

クラスター・市中感染についてのお話をしていただきま

した。参加者からは「色々なところで感染者が出ていると

の話を聞くが、出てからどうなっているか不安だった。話

を聞いて地域の様子が分かって良かった」「話が分かりや

すく正しい感染予防を知ることができた」等の意見があ

りました。 

 

■ 絆づくり通信 Vol.24 にてコロナ禍での活動案内 

コロナ禍でも活動されている協力員のご案内をさせていただきました。 

緊急事態宣言により連絡会が中止になることもあり、参加を予定されていた皆様には

大変ご迷惑をおかけしました。今後も開催する際は、手洗いや消毒・マスク着用・換気

などの対策はもちろん、密防止のため 2 部制による開催等の感染予防対策を講じてま

いります。 

 

 

活発な意見交換ができました 

分かりやすい講義でした 
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サロン代表者の発表 グループワークの様子 

地域包括支援センター本木関原 ℡5845-3330  
協 力 員 48 

協力機関 40 

絆のあんしん協力機関のご紹介  

■ スーパーも地域の大切な居場所 

地域に密着した協力機関『全日食チェーン サンデリカ』の店主、寺島さんは常に地

域の方々の見守りと声かけに協力していただいています。 

「毎日同じ商品を購入している」「いつもと様子が違う」「身なりが整っていない」

「話がかみ合わない」等、気になる方がいると包括へ連絡を下さいます。また、困って

いる方がいる時は、包括へ相談するよう勧めていただいています。店内には椅子が用意

されており、買い物だけでなく、コロナ禍においても気軽におしゃべりできる「地域の

大切な居場所」となっています。 

                  

  

 

 

 

第二層協議体・絆のあんしんネットワーク連絡会の様子 

■ コロナ禍で通いの場を考える 

令和 2 年 11 月 13 日（金）愛恵まちづくり記念館にて、サロンの交流会も兼ねて、

民生・児童委員・協力員・協力機関・本木関原エリア内の 5カ所のサロン代表者（関係

者）と地域の課題について熱く語り合いました！サロン活動が自粛になり気付いたこ

と、サロン活動を再開する決意、継続の工夫等、グループで話し合い発表しました。「サ

ロンでお話することが楽しい」「サロンでみんなに会いたい」と言われることでサロン

代表者たちは励みになっているとのこと。地域のサロンは地域の情報がたくさん集ま

っており、いろいろと確認ができる場でもあるということを再確認することができま

した。 

 

店長の寺島さん 店内の様子 
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ゴミが大量に！公園がきれいになりました 

コロナ禍だからこそ、できる活動を 
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新型コロナウイルス感染拡大のため、様々な活動が休止に追いやられてしまいま

した。しかし、「こんな状況だからこそ取り組めることがあるのではないか」と考え、

令和 2年 10 月 14 日に「つながるをつなげよう～今だからこそ、できること～」と

題して、第二層協議体を兼ねた地域ケア会議を行いました。 

■ 会議の内容 

活動休止中の「グリーンカーリング倶楽部」の運営委員でもある協力員、協力機

関のピーアーク東京、また民生・児童委員の皆様にご参加いただき、大変活発な意

見交換が行われました。 

【竹の塚第五公園の清掃活動】 

日 時：毎週水曜日 14:00～14：30 

場 所：竹の塚第五公園  

（足立区竹の塚 6-3） 

参加費：無料 

連絡先：ピーアーク東京 担当 原田 

    5851-7770 

※ 雨天時は中止です 

 

会議の様子 たくさんの素敵な意見が出ました 

会議の結果、コロナ禍の状況が続くこと

で、閉じこもりや活動量の低下による「コロ

ナフレイル(※）」や「コロナうつ」等が増加

する恐れがあるとの意見が出ました。 

そこで、「今できそうなこと」として「公園

の清掃活動」が始まりました。 

※ フレイルとは「虚弱」を意味し、健康な状態か

ら要介護へ移行する中間の段階を指します。 
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活動報告 

次ページからは、「わがまちの孤立ゼロプロジェクト」の

登録団体の活動の一部をご紹介します。 

 

「わがまちの孤立ゼロプロジェクト」とは、町会・自治会、

マンション管理組合が日常的に行う、「声かけ」・「訪問」、集

会室や会館を使った高齢者の「居場所づくり」などに対し、

区が物品を提供し、応援する事業です。 

 

わがまちの孤立ゼロプロジェクト 
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六木団地自治会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市再生機構竹の塚第一団地自治会 

 【活動概要】 

都市再生機構竹の塚第一団地自治会では、コロ

ナ禍においても居住者の見守りに力を入れて取

り組んでいます。 

足立会長と菊田副会長を中心として、幹事 13

人に毎月任意で「見守り月報」の提出を依頼。「見

守り月報」とは、自治会独自で作成した書式で、

見守り対象者との会話の中で気づいたことや健

康状態などを記録したものです。毎月 5～6 人か

ら提出があり、月 1回の幹事会で情報共有してい

ます。 

これまでの記録は延べ 130 人分を超えていま

すが、今後も感染症対策を行いながら、出来る範

囲で見守り活動に取り組んでいくとのことです。 

【活動概要】 

六木団地には約 800 世帯が暮らしており、全て

の世帯が自治会に加入しています。新型コロナウ

イルスの影響により、居場所づくり活動などの多

くが例年通り開催できませんでしたが、熱中症へ

の注意喚起のため、夏に毛利会長や役員が全世帯

への訪問を実施しました。熱中症と感染症対策の

チラシや、ウェットティッシュなどを、会長から

のメッセージを添えて配付しました。 

「来てくれて良かった」という感想を頂き、ま

た自分たちも楽しみながら活動しているので、出

来る限り継続していきたいとのこと。 

令和 3 年度も感染症の状況が見通せない状況で

すが、団地の清掃活動などの機会を活用して、見

守り活動に取り組んでいくとのことです。 
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梅田通町会 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

梅田東町自治会 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【活動概要】 

 孤立ゼロプロジェクト実態調査をきっかけに、一人

暮らしのお年寄りとのつながりを維持していきたい

との思いから、令和元年に生まれた「梅田東町自治会

見守会」。 

 感染症の影響で、見守り活動の中止を余儀なくされ

ていましたが、緊急事態宣言の解除を受け、外出自粛

が続いた今だからこそ、高齢者の見守りが必要だとい

う強い思いから、令和 2 年 7 月よりパトロールを再

開。訪問先のお年寄りに、自治会が準備したマスク等

を配布しました。 

パトロールにあたっては、参加者の検温や手指消毒

などの感染症対策をとりつつ、自治会区域を担当して

いる包括関原と包括あだち、区民事務所職員、ふれあ

いポリスも参加しました。 

【活動概要】 

 「梅田通あった会」は、平成 23 年 2 月に高齢者

の孤立を防ぐ見守り活動をするために、町会役員を

中心に発足。令和 3 年 2 月に結成 10 周年を迎えま

した。ちなみに上記の梅田東町自治会は、梅田通町

あった会の活動を参考に、パトロールを開始してい

ます。 

 令和 2年度は、9月と令和 3年 3月にパトロール

を実施。3密を避ける為、メモで地域包括支援セン

ターと情報共有を行うなどの対策をとりました。 

 あった会の小笠原代表より、結成 10 周年に際し

て「10 周年をステップに、さらに絆の輪を広げて後

世につないで参ります」というお言葉をいただきま

した。 
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資料編　絆のあんしんネットワーク連絡会実施一覧

地域包括
支援センター

開催日
参加
人数

内容

令 和 2 年 7 月 7 日 18
「絆のあんしんネットワークのあゆみを振り返りどのような活動ができるのかを考えよう
～様々な活動から見える課題を解決するために　1回目～

令 和 2 年 8 月 7 日 16
自分を知って・仲間づくりを通して健康寿命を延ばそう！
～地域包括ケアシステムビジョン構築に向けた取り組み～

令 和 2 年 10 月 14 日 18
地域の身近な相談者“民生・児童委員”
～地域包括支援センターの連携について考える～

令 和 2 年 7 月 15 日 14 より良い地域を作るために～寄り添い支援活動について～　（二部制）

令 和 2 年 9 月 10 日 37
地域の災害対策について考えよう　（二部制）
講師：災害対策課災害対策係長　下川　氏

令 和 2 年 12 月 3 日 33 老いへの備えについて考える

令 和 2 年 7 月 25 日 20
生活支援体制整備事業について
講師：足立区社会福祉協議会　地域福祉課　齊藤　愛美　氏

令 和 2 年 9 月 1 日 30
足立区の水害対策～水害に備えて～
講師：災害対策課災害対策係長　下川　氏

令 和 2 年 11 月 6 日 29 地域の中での繋がり

令 和 3 年 1 月 5 日 16
特殊詐欺被害について～気を付けたい被害～
講師：竹の塚警察署、足立北郵便局、足立区消費者センター

令 和 2 年 9 月 2 日 11
自分たちでできる感染症対策
講師：北足立生協診療所　日向医師

令 和 2 年 10 月 20 日 8
地域の活動を再開するために正しい知識を学ぼう
講師：地域包括支援センター入谷　新倉　輪香子　看護師

令 和 2 年 11 月 20 日 22
地域を支えている活動～舎人団地の場合～
講師：地域包括支援センター入谷　伊藤　奈緒子　氏

令 和 2 年 7 月 18 日 18
高齢者の消費者被害について  講師：足立区消費者センター
オレオレ詐欺、孤独死について 講師：西新井警察ふれあいポリス

令 和 2 年 9 月 18 日 23 私たちの支え合い活動を次世代に繋ぐために

令 和 2 年 11 月 21 日 16
傾聴基礎講座～傾聴力アップを地域の力に～
講師：足立ＳＰＣクラブ副代表　池田　洋子　氏（傾聴ボランティア）

令 和 3 年 3 月 31 日 13
・「災害について考える」として災害対策と災害に関するアンケートの結果報告
・民生児童委員の活動について
・町会自治会の活動について

令 和 2 年 8 月 20 日 10
高齢者が置かれている環境について～特殊詐欺、交通事故、孤独死など～
講師：西新井警察署　警部補　宮田　浩　氏

令 和 2 年 8 月 28 日 7
高齢者が置かれている環境について～特殊詐欺、交通事故、孤独死など～
講師：西新井警察署　警部補　宮田　浩　氏

令 和 2 年 9 月 28 日 10 コロナ禍以降の担い手の活動について

さの 令 和 2 年 7 月 18 日 29
地域支え合い推進員について
講師：基幹地域包括支援センター　吹野　氏

入谷

伊興

扇

令和２年度　絆のあんしんネットワーク連絡会　実施一覧
■　 絆のあんしんネットワーク連絡会
　　　絆のあんしん協力員、絆のあんしん協力機関、民生・児童委員など関係者が集まり、見守り活動を行うにあたって必要な知識の取得や活動の啓発、
    能力向上のための勉強、ネットワークづくり、地域の状況把握、活動の方向性、地域の課題などについて話し合う定例会です。
　 ※ 　新型コロナウイルス感染症拡大のため、令和2年度は令和2年6月30日以降の開催となった

基幹

江北

あだち
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資料編　絆のあんしんネットワーク連絡会実施一覧

地域包括
支援センター

開催日
参加
人数

内容

令 和 2 年 9 月 19 日 28 地域資源とは？

令 和 2 年 11 月 21 日 31 高齢者の居場所マップ作製

令 和 2 年 9 月 16 日 10 「地域の見守りについて」講義及び意見交換会

令 和 3 年 3 月 31 日 17 「地域の見守り支援について」講義及び意見交換会（二部制）

令 和 2 年 7 月 22 日 13
コロナで問われる私達の絆
～コロナ感染を予防しつつ孤立を防ぐには～

令 和 2 年 8 月 18 日 11 高齢者の飲酒の問題について

令 和 2 年 7 月 14 日 17 コロナ禍における地域の状況について

令 和 2 年 12 月 11 日 25 コロナ禍での高齢者の居場所・地域食堂（子供食堂）について

令 和 2 年 7 月 17 日 3 意見交換「新型コロナの影響下で地域のつながりを守るには」

令 和 2 年 9 月 10 日 23 災害時に役立つ知識と行動

令 和 2 年 10 月 15 日 4
コロナ禍において、救急時の意識と行動力向上をめざす
「AEDを学びましょう」

令 和 3 年 3 月 31 日 26
意見交換「人生100年時代の暮らし方をかんがえよう」
「地域福祉活動計画・地域づくり」を紹介

令 和 2 年 7 月 28 日 30 コロナ禍における地域の状況について情報意見交換

令 和 2 年 9 月 29 日 33
「コロナ禍だからこそこれからもつながり、支えあうために」
～訪問がしにくい状況でどのように安否を確認するか～アイデアをだそう

令 和 2 年 11 月 17 日 31 コロナ禍だからこそこれからもつながり、支えあうために

千住本町 令 和 2 年 8 月 24 日 18 消費者被害に関する振り返りや、地域の困りごとを挙げてもらう

令 和 2 年 8 月 27 日 12
地域で考えるフレイル～オーラルフレイルについて～（中央本町エリア在住対象）
講師：藤田　由紀子　氏（歯科衛生士）

令 和 2 年 10 月 19 日 7 同上（青井1・5・6丁目、西加平在住対象）

令 和 2 年 11 月 6 日 12 同上（青井3・4丁目在住対象）

令 和 2 年 7 月 22 日 21
・地域資源MAPづくり
・WITHコロナでのさまざまな活動について  地域包括ケア推進課　傅野　氏

令 和 2 年 9 月 16 日 31 水害から命を守るために

令 和 2 年 11 月 19 日 22
高齢者の消費生活トラブルを防ぐために～高齢者を狙う悪質商法の手口と対処
法、見守りのポイント、被害発見時の対応～

中川 令 和 2 年 7 月 29 日 19 「新型コロナウイルス感染拡大に伴う地域や生活の変化について」情報交換

中央本町

東和

さの

新田

千寿の郷

千住西

関原

鹿浜
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資料編　絆のあんしんネットワーク連絡会実施一覧

地域包括
支援センター

開催日
参加
人数

内容

令 和 2 年 9 月 29 日 28 コロナ禍で地域でできることを考える

令 和 2 年 11 月 17 日 17
スマートフォン講座「スマホで何ができるの？」
協力：ＮＰＯ団体　デジタル生活研究所

令 和 3 年 3 月 23 日 15 今年度の連絡会の振り返り/来年度の連絡会についての意見交換

令 和 2 年 7 月 17 日 11 今後のおひさまカフェの運営について

令 和 2 年 7 月 31 日 9 今年度の絆のあんしん連絡会で取り組みたいこと

令 和 2 年 9 月 18 日 13
問題を深刻化させないための早期発見のネットワークづくり
～コロナ禍でもできることを考える～

令 和 2 年 10 月 29 日 10 気がかりな高齢者への声かけの仕方について

令 和 2 年 11 月 20 日 10 薬局との連携について～薬剤師による自宅訪問サービスとは～

令 和 2 年 12 月 3 日 9 介護保険外高齢者サービスについて

令 和 2 年 7 月 27 日 13 地域の課題について（意見交換）

令 和 2 年 9 月 28 日 13 「地域の担い手づくり」について意見交換

令 和 2 年 11 月 27 日 16
・コロナ禍の中で出来る活動　メッセージカードの作成・配布
・「地域の担い手づくり」についての意見交換

令 和 2 年 10 月 6 日 20
地域の結びつきをより拡く、より強く、より深く
【こども食堂立ち上げ～コロナ禍における活動事例紹介～】

令 和 2 年 12 月 1 日 18 本町劇団寸劇「担い手の創出～私たちにも出来ること～」

令 和 2 年 7 月 21 日 43 足立区防災情報と花畑地震防災ＭＡＰについて（二部制）

令 和 2 年 9 月 30 日 23
・「花畑地域防災マップ」完成品と前回アンケート結果のご報告
・講義：高齢者虐待について

令 和 2 年 11 月 24 日 17
・「花畑地震防災マップ」完成品と前回アンケート結果のご報告
・講義：高齢者虐待について

令 和 3 年 3 月 30 日 36 令和3年度「あんしん連絡会」のテーマについて(二部制）

令 和 2 年 7 月 28 日 15 地域の今を伝え合おう～コロナ禍でもう一度つながるために～

令 和 2 年 9 月 28 日 19 これって高齢者虐待？～コロナ禍における見守りの視点～

令 和 2 年 11 月 20 日 24 六町駅前安全安心ステーション（仮）って？

令 和 2 年 6 月 30 日 18 日の出居場所MAPの振り返りとこれから

令 和 2 年 8 月 18 日 19 コロナ時代を明るく元気に生きるには！

中川

日の出

はなはた

西新井本町

西綾瀬

一ツ家

西新井
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資料編　絆のあんしんネットワーク連絡会実施一覧

地域包括
支援センター

開催日
参加
人数

内容

令 和 2 年 10 月 27 日 16 コロナ時代を明るく元気に生きるには！

令 和 2 年 12 月 15 日 14 火災予防

令 和 2 年 7 月 25 日 29
二層協議体について（二部制）
講師：基幹地域包括支援センター　地域福祉課　田谷　氏

令 和 2 年 9 月 16 日 29
水害・震災・住宅火災について（二部制）
講義：足立消防署渕江出張所　所長

令 和 2 年 11 月 28 日 39
感染症について（二部制）
講師：地域包括ケア推進課　認知症施策推進担当　岡崎係長

令 和 2 年 7 月 29 日 12 「これからのネットワーク」について

令 和 2 年 7 月 31 日 19 「これからのネットワーク」について

令 和 2 年 11 月 13 日 22 コロナ禍で通いの場を考える

令 和 2 年 7 月 31 日 17 新型コロナウイルス感染症の影響と対応について

令 和 2 年 10 月 1 日 4 自治会の見守り活動状況等について情報共有

令 和 2 年 11 月 27 日 26
地域で安心して暮らすために～権利擁護事業や成年後見制度について～
講師：権利擁護センターあだち　萩原　氏

令 和 3 年 3 月 25 日 26
・コロナ禍で増えているワクチン接種に関する詐欺について情報提供
・孤立死の実態
・新型コロナウイルス感染症の予防と介護予防について講義

令 和 2 年 10 月 29 日 24 花・プロジェクト千住

令 和 2 年 12 月 22 日 24 花・プロジェクト千住

令 和 2 年 8 月 25 日 22 第24回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキング

令 和 2 年 9 月 29 日 18 第25回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキング

令 和 2 年 10 月 27 日 25 第26回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキング

令 和 2 年 11 月 24 日 14 第27回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキング

保木間

千住西・千住
本町　合同

本木関原

日の出

千寿の郷・
日の出
合同

六月
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孤立ゼロプロジェクト進捗状況（令和３年３月末現在） 

 

１ 孤立ゼロプロジェクト推進活動開始町会・自治会について 

 平成３０年３月末で全ての町会・自治会における１回目の孤立ゼロプロジェクト実態

調査が終了しました。また、２回目の調査を実施した町会・自治会が８割を超えました。 
 

全町会・自治会数 調査開始町会・自治会数 実施率/終了率 

４４０団体（※１） ４４０団体（※２） １００％ 

上記のうち２回目以上調査終了数 ３６５団体 ８３．０％ 

※１ 調査後に休会した３団体を含む ※２ 調査後に解散した６団体を除く 

 

 

２ 高齢者実態調査実施状況について 

 累計の調査世帯数は４８，０００世帯を超え、孤立のおそれがある世帯が５，８３２

世帯見つかりました。孤立のおそれの割合については１２％となっています。 
 

 

 

３ 調査世帯のその後の対応について 

  実態調査にて「孤立のおそれ」「入院・不在等」「不同意」の判定が出た世帯に対して、

地域包括支援センターがアセスメントを行ったところ、４，３９６世帯が地域社会や支

援につながる結果となりました。 
 

 
地域包括支援ｾﾝﾀー  

により状況確認中 

孤立状態で 
ないと判断 

地域社会や支援につながった 

絆のあんしん 
協力員の訪問 

地域包括支援 
ｾﾝﾀー による支援 

介護保険 
サービス開始 

地域社会と 
つながった世帯 

孤立のおそれ 

５，８３２世帯 

１８２世帯 
（３．１％） 

３，４５９世帯 
（５９．３％） 

５１世帯 
（０．９％） 

４２６世帯 
（７．３％） 

９７９世帯 
（１６．８％） 

７３５世帯 
（１２．６％） 

入院･不在等 

４，９４０世帯 

４４３世帯 
（９．０％） 

３，２１７世帯 
（６５．１％） 

１３世帯 
（０．３％） 

３１６世帯 
(６．４％） 

４７９世帯 
（９．７％） 

４７２世帯 
(９．６％） 

不同意 

２，４１８世帯 

１２９世帯 
（５．３％） 

１，３６４世帯 
（５６．４％） 

１０世帯 
（０．４％） 

２４９世帯 
（１０．３％） 

２７８世帯 
（１１．５％） 

３８８世帯 
（１６．０％） 

合計 

１３，１９０世帯 

７５４世帯 
（５．７％） 

８，０４０世帯 
（６１．０％） 

７４世帯 
（０．６％） 

９９１世帯 
（７．５％） 

１，７３６世帯 
（１３．２％） 

１，５９５世帯 
（１２．１％） 

※調査後の転出・死亡等４，２７２世帯含む  

 

 

調査世帯数 孤立なし 孤立のおそれ 入院･不在等 不同意 

４８，５７６世帯 

（５９，６４３人） 

３５，３８６世帯 

（４４，２１０人） 

５，８３２世帯 

（７，２７５人）

１２．０％ 

４，９４０世帯 

（５，２３５人）

１０．２％ 

２，４１８世帯 

（２，９２３人） 

５．０％ 
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                                                                       資料編 　高齢者人口・高齢化率推移

高齢者人口推移

ブロック別高齢化率推移

千住ブロック＝地域包括支援センター 管内

中部ブロック＝地域包括支援センター 管内

東部ブロック＝地域包括支援センター 管内

西部ブロック＝地域包括支援センター 管内

北部ブロック＝地域包括支援センター 管内

（入谷、扇、江北、鹿浜、西新井、西新井本町）

（ 伊 興 、 は な は た 、 一 ツ 家 、 保 木 間 、 六 月 ）

　平成24年から令和3年までに高齢者人口は約22,000人増加し、高齢化率は22.3%から24.8%まで
上昇しました。平成30年頃からは高齢者人口上昇は緩やかになっていましたが、令和3年は過去
10年で初めて減少しました。

（新田、千住西、千住の郷、千住本町、日の出）

（ あ だ ち 、 基 幹 、 関 原 、 中 央 本 町 、 本 木 関 原 ）

（ さ の 、 東 和 、 中 川 、 西 綾 瀬 ）

　千住ブロックは昨年同様、高齢化率は下降しています。一方で、東部・西部ブロックは直近1
年間で上昇しています。
　全体では、直近4年間は横ばいの状態です。

15.0%

17.0%
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21.0%

23.0%
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27.0%

29.0%

24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 3１年 R2年 R3年
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高齢者人口 高齢化率

令和3年4月1日現在

令和3年4月1日現在

（人）

北部

西部

中部
千住

東部

全体
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ふれあいサロン活動について 

１ ふれあいサロンとは 

 地域の皆さんが運営する、皆さんが主役の“仲間づくり・居場所づくり・生きがい 

づくり”のための「交流の場」です。高齢の方同士、障がいのある方同士、子育て中 

の親子同士や多世代にわたって交流するなど自由な発想で活動しています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 登録サロンの各種支援 

足立区社会福祉協議会では、各サロンからの相談以外にもサロンの立ち上げや運営 

に関する支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

３ お問い合わせ 

足立区社会福祉協議会 基幹地域包括支援センター 地域福祉課 

〒121-0816 足立区梅島 2-1-20 1 階（足立消防署隣） 

電 話 番 号：6807-2460/フ ァ ッ ク ス：5681-3374 

受 付 時 間：月曜日から金曜日 9 時～17 時 

（土曜日、日曜日、祝日、12 月 29 日から 1月 3日を除く） 

～ふれあいサロンの登録条件～ 

1 区民等の自主的・自発的活動であること。 

2 登録メンバー（協力者）が 3 人以上であること。 

（メンバーの過半数は足立区在住または在勤） 

3 開催回数が原則月 1 回以上で決まった場所で開 

催されていること。 

4 政治的、宗教的活動を目的としないこと。 

5 営利を目的としないこと。 

6 参加希望者の制限を行わないこと。ただし会場の

edeee 定員による場合を除きます。 

1 サロン活動保険の加入（保険料は足立区社会福祉協議会が負担） 

2 広報のお手伝い（チラシの作成や印刷など） 

3 活動に対する助成金支援 

  ・ 立ち上げ時助成金（上限 1 万円まで。お茶や食べ物などの消耗品は除く） 

  ・ 会場使用料助成金（1 回 1,500 円まで、月の上限 3,000 円まで）など 

資料編 ふれあいサロン活動について 
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※ サロンによっては、新型コロナウイルスの影響により活動を中止している場合があります。 

詳細はお問い合せください。 



地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

サ
ロ

ン
セ

キ
代

表
者

宅
青

井
1
丁

目
第

1
月

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
お

茶
、

食
事

高
齢

ス
マ

イ
ル

体
操

会
中

央
南

集
会

所
足

立
1
丁

目
第

2
･
4
木

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
体

操
、

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

わ
く

わ
く

お
茶

べ
り

サ
ロ

ン
五

反
野

西
町

会
会

館
足

立
2
丁

目
第

2
月

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
唱

歌
、

脳
ト

レ
、

折
り

紙
、

塗
り

絵
、

体
操

高
齢

あ
だ

ち
M
e
n
'
s
倶

楽
部

足
立

2
丁

目
ア

パ
ー

ト
集

会
室

足
立

2
丁

目
第

4
金

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
3
0
麻

雀
、

花
札

、
将

棋
、

オ
セ

ロ
な

ど
高

齢

ご
近

所
サ

ロ
ン

ふ
れ

ん
ど

旧
ス

ナ
ッ

ク
ふ

れ
ん

ど
梅

島
2
丁

目
第

1
･
3
水

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
3
0
お

茶
飲

み
、

折
り

紙
、

体
操

、
歌

高
齢

サ
ロ

ン
そ

よ
風

足
立

ケ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

そ
よ

風
梅

島
2
丁

目
第

2
･
4
日

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
体

操
、

歌
、

折
り

紙
、

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

梅
島

う
た

の
会

梅
島

住
区

セ
ン

タ
ー

　
第

2
集

会
室

梅
島

2
丁

目
主
に
第
3
火
曜

1
3
:
3
0
-
1
5
:
0
0
体

操
、

歌
な

ど
高

齢

赤
ち

ゃ
ん

育
て

窓
口

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ

梅
島

3
丁

目
第

1
月

曜
1
0
:
3
0
-
1
1
:
3
0
0
～

１
歳

ま
で

の
親

子
遊

び
子

ど
も

・
子

育
て

こ
そ

だ
て

窓
口

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ

梅
島

3
丁

目
第

3
水

曜
1
0
:
3
0
-
1
1
:
3
0
1
～

3
歳

ま
で

の
親

子
遊

び
子

ど
も

・
子

育
て

サ
ロ

ン
春

の
小

川
基

幹
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
会

議
室

梅
島

3
丁

目
第

1
･
3
月

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

、
体

操
、

合
唱

高
齢

あ
だ

ち
マ

マ
サ

ロ
ン

梅
田
7
丁
目
(
第
4
水
曜
日
は
ベ
ル
モ
ン
ト
公
園
)

梅
田

7
丁

目
毎

週
水

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
0
0
工

作
、

お
話

し
会

、
講

座
な

ど
子

ど
も

・
子

育
て

朝
日

プ
ラ

ザ
ラ

ン
チ

朝
日

プ
ラ

ザ
管

理
事

務
所

梅
田

5
丁

目
第

2
･
4
土

曜
1
2
:
3
0
-
1
3
:
3
0
月

に
１

～
２

回
一

緒
に

ラ
ン

チ
を

す
る

高
齢

梅
田

サ
ロ

ン
梅

田
住

区
セ

ン
タ

ー
梅

田
6
丁

目
第

2
月

曜
1
3
:
0
0
-
1
6
:
0
0

お
し
ゃ
べ
り
、
茶
話
会
、
歌
、
編
み
物
、
折
り
紙
な
ど

高
齢

だ
ん

だ
ん

サ
ロ

ン
梅

田
地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
梅

田
7
丁

目
第

2
･
4
日

曜
1
3
:
3
0
-
1
7
:
0
0
英

語
で

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

T
O
K
Y
O
サ

ロ
ン

梅
田

地
域

学
習

セ
ン

タ
ー

梅
田

7
丁

目
第
1
･
3
･
5
日
曜

1
3
:
3
0
-
1
7
:
0
0
英

語
で

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

梅
田

ク
ラ

ブ
梅

田
地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
梅

田
7
丁

目
第

3
水

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
歌

、
音

楽
を

通
し

て
の

交
流

高
齢

サ
ロ

ン
プ

ラ
ウ

ド
プ
ラ
ウ
ド
シ
テ
ィ
梅
島
マ
ン
シ
ョ
ン
3
階
多
目
的
ル
ー
ム

梅
田

7
丁

目
第

2
･
4
金

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
歌

、
百

人
一

首
、

体
操

、
お

し
ゃ

べ
り

な
ど

高
齢

わ
か

ば
健

康
ク

ラ
ブ

足
立

成
和

信
用

金
庫

中
央

支
店

梅
田

8
丁

目
毎

週
月

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
体

操
、

お
し

ゃ
べ

り
、

音
読

、
脳

ト
レ

ゲ
ー

ム
高

齢

カ
ン

ガ
ル

ー
ガ

ー
デ

ン
リ
ラ
イ
ズ
ガ
ー
デ
ン
西
新
井
(
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
1
、
体
育
館
な
ど
)
梅

田
8
丁

目
土

日
祝

日
不

定
期

親
子

の
交

流
な

ど
子

ど
も

・
子

育
て

し
ま

ね
サ

ロ
ン

島
根

4
丁

目
第

2
ア

パ
ー

ト
集

会
室

島
根

4
丁

目
第

4
日

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

,
交

流
,
カ

ラ
オ

ケ
な

ど
高

齢

本
木

関
原

健
康

サ
ロ

ン
関

原
１

丁
目

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

住
宅

４
号

棟
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ホ

ー
ル
関

原
1
丁

目
第

2
･
3
月

曜
1
2
:
3
0
-
1
6
:
0
0
麻

雀
高

齢

本
関

ら
く

ら
く

サ
ロ

ン
足

立
区

愛
恵

ま
ち

づ
く

り
記

念
館

関
原

1
丁

目
第

1
･
3
火

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
体

操
、

茶
話

会
高

齢

梅
田

男
談

サ
ロ

ン
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
関

原
会

議
室

関
原

2
丁

目
第

1
･
3
火

曜
1
2
:
3
0
-
1
6
:
0
0
男

性
限

定
で

麻
雀

・
囲

碁
・

将
棋

・
詩

吟
な

ど
高

齢

楽
楽

サ
ロ

ン
梅

田
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
関

原
関

原
2
丁

目
第

2
･
4
火

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
体

操
、

歌
な

ど
高

齢

本
関

男
暖

会
槍

ヶ
岳

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
関

原
2
丁

目
第

4
金

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
清

掃
活

動
高

齢
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地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

劇
団

う
め

は
る

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

関
原

会
議

室
関

原
2
丁

目
第

1
･
3
木

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
寸

劇
の

練
習

、
歌

、
体

操
、

物
作

り
な

ど
高

齢

つ
く

し
会

う
め

だ
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
関

原
関

原
2
丁

目
第

1
金

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
0
0
朗

読
、

手
話

、
絵

描
き

他
高

齢

サ
ン

フ
ラ

ワ
ー

ひ
ま

わ
り

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

関
原

会
議

室
関

原
2
丁

目
第

1
･
3
火

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
体

操
・

交
流

高
齢

サ
ロ

ン
　

た
ん

ぽ
ぽ

五
反

野
ス

カ
イ

ハ
イ

ツ
集

会
室

中
央
本
町
3
丁
目

第
4
木

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

な
ど

高
齢

サ
ロ

ン
　

け
や

き
五

反
野

住
宅

集
会

室
中
央
本
町
3
丁
目

第
3
水

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
折

り
紙

、
体

操
な

ど
高

齢

な
ご

み
の

会
中
央
本
町
4
丁
目
団
地
自
治
会
第
1
集
会
所

中
央
本
町
4
丁
目

第
4
日

曜
1
3
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

茶
の

み
、

手
芸

、
カ

ラ
オ

ケ
な

ど
高

齢

本
木

あ
そ

び
サ

ロ
ン

日
介

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

本
木

本
木

1
丁

目
第

1
日

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
体

操
、

お
し

ゃ
べ

り
、

折
り

紙
、

カ
ラ

オ
ケ

高
齢

サ
ロ

ン
　

ニ
ュ

ー
ラ

イ
フ

マ
ン

シ
ョ

ン
集

会
室

小
台

2
丁

目
第

3
木

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
体

操
、

コ
ー

ラ
ス

、
情

報
交

換
高

齢

お
だ

い
サ

ロ
ン

小
台

町
民

会
館

小
台

2
丁

目
第

3
火

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
ゲ

ー
ム

、
軽

い
体

操
高

齢

た
の

し
ん

で
～

ん
新

田
1
丁

目
ア

パ
ー

ト
第

2
集

会
室

新
田

1
丁

目
第

3
日

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

り
ぼ

ん
ハ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
新
田
一
番
街
・
三
番
街
集
会
所

新
田

3
丁

目
第

2
火

曜
1
0
:
3
0
-
1
2
:
0
0
地

域
の

親
子

を
対

象
と

し
た

交
流

子
ど

も
・

子
育

て

千
寿

お
と

こ
組

学
び

ピ
ア

千
住

5
丁

目
第

2
水

曜
･
第

4
木

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
ス

タ
ッ

キ
ン

グ
高

齢

あ
ず

ま
お

ち
ゃ

っ
こ

会
千

住
東

町
住

宅
集

会
室

千
住

東
2
丁

目
第

2
水

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
体

操
、

お
茶

、
歌

高
齢

男
の

健
康

ク
ラ

ブ
日

・
東

・
旭

千
住

東
町

住
宅

集
会

室
千

住
東

2
丁

目
第

3
金

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
運

動
、

交
流

高
齢

サ
ロ

ン
フ

ァ
ー

コ
ス

千
住

桜
木

フ
ァ

ー
コ

ス
薬

局
千

住
桜

木
千
住
桜
木
2
丁
目

第
2
木

曜
1
4
:
3
0
-
1
6
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
体

操
な

ど
高

齢

千
住

男
男

キ
ッ

チ
ン

足
立

ベ
ー

カ
リ

ー
千

住
龍

田
町

第
2
火

曜
 
9
:
4
5
-
1
4
:
0
0
昼

食
作

り
高

齢

か
た

つ
む

り
ア

ス
ナ

ロ
ル

ー
ム

千
住

仲
町

第
3
火

曜
1
2
:
0
0
-
1
5
:
0
0
昼
食
、
お
し
ゃ
べ
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

高
齢

お
茶

の
間

カ
フ

ェ
事

業
所

空
き

ス
ペ

ー
ス

千
住

中
居

町
第

3
土

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

千
住

ひ
だ

ま
り

倶
楽

部
千

住
桜

花
苑

千
住

元
町

第
1
水

曜
･
第

3
金

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
体

操
高

齢

元
町

ほ
の

ぼ
の

サ
ロ

ン
元

宿
神

社
社

務
所

千
住

元
町

第
1
金

曜
1
0
:
3
0
-
1
2
:
0
0

 多世代
交

流
、

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

サ
ロ

ン
ド

く
つ

ろ
ぎ

千
住

柳
町

住
区

セ
ン

タ
ー

千
住

柳
町

第
1
日

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
ら

く
ら

く
体

操
高

齢

ふ
れ

あ
い

歌
サ

ロ
ン

千
住

柳
の

会
千

住
柳

町
住

区
セ

ン
タ

ー
千

住
柳

町
第

3
日

曜
1
3
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
カ

ラ
オ

ケ
、

合
唱

、
体

操
高

齢

千
住

す
み

れ
会

千
住

柳
町

住
区

セ
ン

タ
ー

千
住

柳
町

第
4
水

曜
1
4
:
0
0
-
1
5
:
0
0
セ

ラ
バ

ン
ド

を
使

っ
た

体
操

な
ど

高
齢

は
れ

ば
れ

サ
ロ

ン
コ

ー
シ

ャ
ハ

イ
ム

北
千

住
集

会
所

日
ﾉ
出

町
第

4
月

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
3
0
お

茶
の

み
、

ミ
ニ

講
座

、
地

域
住

民
と

の
交

流
高

齢

虹
の

会
宮

の
前

サ
ロ

ン
宮

城
1
丁

目
第

2
火

曜
1
4
:
0
0
-
1
7
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
エ

コ
キ

ャ
ッ

プ
数

え
な

ど
高

齢
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地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

カ
フ

ェ
み

や
ぎ

１
宮

城
第

1
丁

目
ア

パ
ー

ト
集

会
室

宮
城

1
丁

目
第

4
土

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
お

茶
飲

み
、

ゲ
ー

ム
、

歌
な

ど
高

齢

ゑ
び

す
会

ゑ
び

す
屋

柳
原

2
丁

目
第

2
水

曜
1
4
:
3
0
-
1
5
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

　
歌

な
ど

高
齢

綾
瀬

サ
ロ

ン
足

立
区

勤
労

福
祉

会
館

綾
瀬

1
丁

目
第

2
･
4
水

曜
 
9
:
3
0
-
1
2
:
3
0
英

語
で

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

さ
わ

や
か

サ
ロ

ン
足

立
区

勤
労

福
祉

会
館

綾
瀬

1
丁

目
第
1
･
3
･
5
水
曜

 
9
:
3
0
-
1
2
:
3
0
英

語
で

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

花
鳥

サ
ロ

ン
そ

ん
ぽ

の
家

S
綾

瀬
綾

瀬
2
丁

目
毎
週
火
曜
(
第
3
火
曜
は
除
く
)
1
4
:
3
0
-
1
6
:
3
0
英

語
と

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

綾
瀬

サ
ロ

ン
ほ

っ
と

ミ
ッ

ク
ス

ﾚ
ｯ
ｸ
ｽ
ﾊ
ｲ
ﾂ
綾

瀬
ｽ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾀ
ﾜ
ｰ
１

階
集

会
室

綾
瀬

4
丁

目
第

3
木

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
お
し
ゃ
べ
り
、
健
康
体
操
、
歌
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

高
齢

笑
顔

の
ひ

ろ
ば

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

サ
ロ

ン
1
0
5

大
谷

田
1
丁

目
第
1
･
2
･
4
金
曜

1
0
:
3
0
-
1
3
:
0
0
歌

と
お

し
ゃ

べ
り

、
お

り
が

み
な

ど
高

齢

む
つ

み
会

加
平

住
区

セ
ン

タ
ー

加
平

1
丁

目
月
1
回
不
定
期

1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0

お
し
ゃ
べ
り
、
脳
ト
レ
な
ど
、
地
域
の
さ
さ
え
あ
い
づ
く
り

高
齢

の
ん

の
ん

ク
ラ

ブ
そ

ん
ぽ

の
家

S
北

綾
瀬

北
加
平
町
3
丁
目

毎
週

木
曜

(
第

5
は

な
し

)
 
9
:
3
0
-
1
1
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

、
体

操
な

ど
高

齢

ゆ
う

ゆ
う

ク
ラ

ブ
ア

ミ
カ

の
郷

亀
有

佐
野

1
丁

目
毎

週
月

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

、
体

操
、

脳
ト

レ
高

齢

さ
の

す
こ

や
か

く
ら

ぶ
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
樹

2
階

佐
野

2
丁

目
毎

週
月

曜
1
0
:
4
0
-
1
2
:
3
0
健

康
体

操
な

ど
高

齢

ハ
ッ

ピ
ー

の
会

佐
野

地
域

学
習

セ
ン

タ
ー

佐
野

2
丁

目
毎

週
月

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
体

操
交

流
高

齢

ひ
ま

わ
り

☀
さ

ん
神

明
障

が
い

福
祉

施
設

神
明

南
2
丁

目
毎

週
月

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
体

操
、

交
流

高
齢

サ
ロ

ン
「

友
＆

友
」

グ
リ

ー
ン

パ
ー

ク
新

綾
瀬

集
会

室
辰

沼
2
丁

目
第

3
木

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
3
0
ガ

ー
デ

ニ
ン

グ
高

齢

よ
つ

葉
サ

ロ
ン

東
和

住
区

セ
ン

タ
ー

東
和

3
丁

目
第
1
･
3
･
4
金
曜

1
1
:
0
0
-
1
6
:
0
0
健

康
麻

雀
高

齢

さ
く

ら
会

五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

西
綾

瀬
2
丁

目
第

2
･
4
水

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
体

操
、

歌
、

お
し

ゃ
べ

り
、

工
作

、
食

事
高

齢

M
I
K
K
E
(
み

っ
け

)
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

西
綾

瀬
2
丁

目
不

定
期

　
日

曜
午

後
楽

し
い

遊
び

な
ど

(
主

に
小

学
生

向
け

)
子

ど
も

・
子

育
て

マ
マ

の
休

憩
所

キ
ラ

☆
カ

フ
ェ

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
き

ら
ら

東
綾

瀬
東

綾
瀬

2
丁

目
第

1
月

曜
1
0
:
3
0
-
1
2
:
0
0

季
節
に
ち
な
ん
だ
工
作
、
親
同
士
の
交
流
、
育
児
相
談
な
ど

子
ど

も
・

子
育

て

サ
ロ

ン
き

ず
な

六
木

団
地

自
治

会
第

1
集

会
所

六
木

1
丁

目
第

3
日

曜
1
3
:
0
0
-
1
6
:
0
0

ら
く
ら
く
体
操
、
お
し
ゃ
べ
り
、
歌
、
輪
投
げ
な
ど

高
齢

サ
ロ

ン
ぽ

ぷ
ら

代
表

者
宅

六
木

4
丁

目
第

2
水

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
歌

、
ク

イ
ズ

、
そ

の
他

高
齢

四
丁

目
サ

ロ
ン

六
木

四
丁

目
町

会
会

館
六

木
4
丁

目
第

4
木

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
健

康
体

操
・

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

お
さ

ん
ぽ

サ
ロ

ン
介

護
予

防
型

リ
ハ

ビ
リ

「
さ

ん
ぽ

道
」

谷
中

3
丁

目
第

3
土

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
0
0
多

世
代

で
集

ま
っ

て
運

動
や

お
し

ゃ
べ

り
な

ど
高

齢

し
ま

い
い

と
こ

サ
ロ

ン
①
特
養
　
紫
磨
園
駐
車
場
横
/
②
入
谷
中
央
公
園
・
首
都
高
側

1
入
谷
3
丁
目
/
2
入
谷
4
丁
目

第
1
金
曜
/
第
2
･
4
水
曜

1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

、
歌

、
体

操
高

齢

７
丁

目
サ

ロ
ン

は
ば

エ
ス

テ
テ

ィ
ッ

ク
サ

ロ
ン

入
谷

7
丁

目
第

1
木

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

い
い

と
こ

サ
ロ

ン
特

養
　

翔
裕

園
内

地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス

入
谷

9
丁

目
第
1
･
3
･
5
金
曜

1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
体

操
、

お
し

ゃ
べ

り
、

歌
、

折
り

紙
な

ど
高

齢
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地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

茶
で

い
っ

ぷ
く

扇
東

公
園

扇
1
丁

目
第

2
日

曜
1
0
:
3
0
-
1
1
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
お

茶
菓

子
、

体
操

高
齢

ぐ
ら

ん
ぱ

扇
ゆ

う
あ

い
の

郷
・

扇
扇

1
丁

目
毎

週
水

曜
(
第

5
は

除
く

)
1
3
:
3
0
-
1
5
:
3
0
健

康
麻

雀
　

そ
の

他
高

齢

サ
ロ

ン
T
S
K

扇
三
丁
目
第
二
団
地
自
治
会
集
会
所

扇
3
丁

目
第

2
水

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

茶
、

お
し

ゃ
べ

り
、

お
菓

子
高

齢

５
(
フ

ァ
イ

ブ
)
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
興

野
北

町
会

事
務

所
興

野
1
丁

目
第

3
土

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
体

操
、

カ
ラ

オ
ケ

高
齢

サ
ロ

ン
・

あ
じ

さ
い

都
市

機
構

栗
原

団
地

集
会

所
栗

原
2
丁

目
第
2
･
3
･
4
木
曜

1
0
:
3
0
-
1
2
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
体

操
な

ど
高

齢

江
北

べ
ジ

サ
ロ

ン
江

北
ひ

ま
わ

り
園

江
北

1
丁

目
第
2
･
4
･
5
木
曜

1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
体

操
、

畑
、

お
し

ゃ
べ

り
な

ど
高

齢

み
ら

い
ハ

ウ
ス

お
う

ち
ご

は
ん

み
ら

い
ハ

ウ
ス

江
北

1
丁

目
主
に
第
3
水
曜

1
1
:
0
0
-
1
4
:
0
0
親

子
ラ

ン
チ

交
流

会
子

ど
も

・
子

育
て

の
び

の
び

サ
ロ

ン
江

北
3
丁

目
自

治
会

集
会

室
江

北
3
丁

目
第

2
･
4
土

曜
1
0
:
0
0
-
1
3
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
健

康
体

操
、

お
茶

高
齢

ひ
ま

わ
り

会
江
北
3
丁
目
第
3
ア
パ
ー
ト
集
会
室
(
1
1
号
棟
)

江
北

3
丁

目
 

毎
週

月
曜

1
3
:
0
0
-
1
6
:
0
0
カ

ラ
オ

ケ
、

お
し

ゃ
べ

り
な

ど
高

齢

江
北

ら
く

ら
く

体
操

江
北

4
丁

目
ア

パ
ー

ト
集

会
室

江
北

4
丁

目
第

3
日

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
体

操
、

お
し

ゃ
べ

り
、

運
動

、
カ

ラ
オ

ケ
な

ど
高

齢

ニ
コ

ニ
コ

会
江

北
6
丁

目
団

地
集

会
所

江
北

6
丁

目
毎

週
月

･
水

･
土

1
2
:
0
0
-
1
7
:
0
0
健

康
麻

雀
・

パ
ッ

チ
ワ

ー
ク

な
ど

高
齢

か
る

が
も

サ
ロ

ン
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
古
千
谷
苑

古
千

谷
本

町
1
丁

目
毎

週
火

曜
日

1
4
:
0
0
-
1
5
:
3
0
体

操
、

交
流

高
齢

こ
ぢ

や
橋

サ
ロ

ン
福

祉
の

家
古

千
谷

本
町

2
丁

目
第

2
木

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
カ

ラ
オ

ケ
、

体
操

高
齢

サ
ロ

ン
な

ご
み

鹿
浜

5
丁

目
団

地
第

2
集

会
所

鹿
浜

5
丁

目
第

2
月

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
体

操
、

歌
、

脳
ト

レ
、

お
し

ゃ
べ

り
な

ど
高

齢

サ
ロ

ン
つ

ば
き

椿
町

民
会

館
椿

2
丁

目
第

1
･
3
火

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
手

芸
、

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

キ
ュ

ー
ピ

ッ
ト

入
谷

児
童

館
舎

人
6
丁

目
第

1
･
3
木

曜
1
0
:
3
0
-
1
2
:
0
0
自

由
遊

び
、

体
操

、
ゲ

ー
ム

、
紙

芝
居

等
子

ど
も

・
子

育
て

ユ
リ

ノ
キ

舎
人

公
園

舎
人
公
園
1
丁
目

第
1
･
3
･
5
水
曜

 
9
:
0
0
-
1
0
:
0
0

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
交
流
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

高
齢

ド
リ

ー
ム

フ
レ
ー
ル
西
新
井
第
一
団
地
集
会
所

西
新

井
1
丁

目
第

2
･
4
金

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
歌

、
お

し
ゃ

べ
り

、
体

操
高

齢

な
か

よ
し

会
フ
レ
ー
ル
西
新
井
第
一
団
地
集
会
所

西
新

井
1
丁

目
第

1
･
3
金

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
0
0
体

操
、

お
茶

会
(
不

定
期

)
高

齢

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

西
新

井
西

新
井

2
丁

目
第

4
水

曜
 
9
:
3
0
-
1
1
:
3
0

お
し
ゃ
べ
り
、
歌
、
折
り
紙
、
ぬ
り
絵
、
朗
読
な
ど

高
齢

令
和

脳
ト

レ
サ

ロ
ン

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

西
新

井
西

新
井

2
丁

目
第

2
･
4
火

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
折

り
紙

、
脳

ト
レ

高
齢

絵
手

紙
和

の
会

高
齢

者
在

宅
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
西

新
井

集
会

室
西

新
井

2
丁

目
第

3
金

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
絵

手
紙

を
通

し
た

交
流

高
齢

百
寿

サ
ロ

ン
ル

・
ソ

ラ
リ

オ
ン

西
新

井
西

新
井

3
丁

目
第

2
･
4
金

曜
1
4
:
0
0
-
1
5
:
3
0

お
し

ゃ
べ

り
、

歌
、

体
操

、
お

茶
、

４
色

ラ
ダ

ー
、

脳
ト

レ
他

高
齢

さ
ん

さ
ん

サ
ロ

ン
ル

・
ソ

ラ
リ

オ
ン

西
新

井
西

新
井

3
丁

目
第

3
日

曜
1
0
:
0
0
-
1
1
:
3
0
親

子
で

交
流

子
ど

も
・

子
育

て

西
新

井
い

き
い

き
サ

ロ
ン

介
護

用
品

の
店

い
き

い
き

西
新

井
5
丁

目
第

2
金

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

高
齢
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地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

西
新

井
男

師
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

ひ
だ

ま
り

西
新

井
5
丁

目
第

4
火

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
健

康
体

操
、

健
康

麻
雀

な
ど

高
齢

サ
ロ

ン
　

栗
の

実
レ

イ
ス

治
療

院
西

新
井

栄
町

2
丁

目
第

2
火

曜
 
9
:
3
0
-
1
1
:
3
0
体

操
　

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

　
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

し
ゃ

べ
り

場
K
カ

フ
ェ

J
K
K
西

新
井

本
町

住
宅

集
会

所
西

新
井

本
町

2
丁

目
第

2
土

曜
/
毎

週
木

曜
1
2
:
3
0
-
1
6
:
3
0
/
1
0
:
0
0
-
1
1
:
0
0
手

芸
、

お
し

ゃ
べ

り
/
第

2
土

曜
 
 
体

操
/
毎

週
木

曜
な

ど
高

齢

男
の

井
戸

端
会

議
西

新
井

本
町

住
宅

自
治

会
集

会
室

西
新

井
本

町
2
丁

目
第

3
水

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
体

操
 
卓

球
 
ゲ

ー
ム

な
ど

高
齢

ま
ん

て
ん

工
房

わ
い

わ
い

サ
ロ

ン
ま

ん
て

ん
工

房
西

新
井

本
町

4
丁

目
第

2
土

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
歌

、
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

茶
々

の
会

代
表

者
宅

堀
之

内
1
丁

目
最

終
火

曜
1
3
:
3
0
-
1
6
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
交

流
高

齢

サ
ロ

ン
み

の
り

田
中

稲
荷

神
社

社
務

所
本

木
北

町
第

2
水

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

、
ゲ

ー
ム

、
カ

ラ
オ

ケ
な

ど
高

齢

ば
あ

ば
サ

ロ
ン

個
人

宅
本

木
南

町
第

1
日

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0

お
し
ゃ
べ
り
、
脳
ト
レ
、
手
あ
そ
び
、
講
演
会
な
ど

高
齢

サ
ロ

ン
い

ろ
り

谷
在

家
団

地
第

2
集

会
所

谷
在

家
3
丁

目
第

1
･
3
木

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
お
し
ゃ
べ
り
、
合
唱
、
脳
ト
レ
、
ら
く
ら
く
体
操

高
齢

手
話

と
体

操
で

若
返

ろ
う

会
谷

在
家

団
地

第
1
集

会
所

谷
在

家
3
丁

目
第

3
日

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
体

操
、

手
話

、
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

体
操

ク
ラ

ブ
つ

ど
い

谷
在

家
福

祉
園

3
F
ホ

ー
ル

谷
在

家
3
丁

目
第
1
･
2
･
3
･
4
金
曜

1
4
:
3
0
-
1
6
:
0
0
体

操
、

交
流

高
齢

い
こ

う
！

ふ
れ

あ
い

サ
ロ

ン
竹

の
塚

ハ
イ

ツ
集

会
所

伊
興

1
丁

目
第

2
土

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
体

操
、

ゲ
ー

ム
、

懇
談

、
お

茶
の

み
高

齢

k
o
e
n
親

子
ひ

ろ
ば

神
の

家
族

主
イ

エ
ス

・
キ

リ
ス

ト
教

会
伊
興
本
町
2
丁
目

第
3
木

曜
1
0
:
0
0
-
1
3
:
0
0
親

子
交

流
と

地
域

交
流

子
ど

も
・

子
育

て

ほ
っ

と
カ

フ
ェ

虹
竹

の
塚

地
域

学
習

セ
ン

タ
ー

竹
の

塚
2
丁

目
第

2
日

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
3
0
不

登
校

に
つ

い
て

の
語

り
合

い
高

齢

み
ん

な
の

談
話

室
ピ

ー
く

ん
シ

ェ
ア

プ
ラ

ザ
2
階

竹
の

塚
6
丁

目
第

4
月

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0

お
し
ゃ
べ
り
、
将
棋
、
障
が
い
者
と
地
域
と
の
交
流

高
齢

コ
ス

モ
ス

の
会

代
表

者
宅

西
伊

興
2
丁

目
第

1
土

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

お
し

ゃ
べ

り
広

場
お

じ
ゃ

ん
せ

(
集

会
室

)
西
竹
の
塚
1
丁
目

第
1
木

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
制

作
、

紙
芝

居
、

歌
高

齢

ふ
ら

っ
と

庵
お

じ
ゃ

ん
せ

西
竹
の
塚
1
丁
目

第
1
･
3
火

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
3
0
親

子
で

昼
食

を
作

り
食

す
子

ど
も

・
子

育
て

み
ん

な
の

お
う

ち
旧

ス
ー

パ
ー

ヤ
オ

ミ
作

業
所

2
階

西
竹
の
塚
1
丁
目

第
2
･
4
火

曜
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
多

世
代

交
流

な
ど

子
ど

も
・

子
育

て

サ
ロ

ン
公

社
公

社
西

保
木

間
住

宅
集

会
所

西
保
木
間
4
丁
目

第
3
水

曜
1
3
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

茶
飲

み
会

高
齢

和
楽

会
花

畑
地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
花

畑
4
丁

目
第

2
土

曜
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
手

話
、

体
操

な
ど

高
齢

サ
ロ

ン
花

と
も

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

と
も

　
第

３
ケ

ア
と

も
ビ

ル
１

階
花

畑
4
丁

目
第

1
金

曜
1
3
:
3
0
-
1
5
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

、
脳

ト
レ

体
操

等
高

齢

サ
ロ

ン
お

お
と

り
鷲

宿
会

館
花

畑
6
丁

目
第

2
･
4
水

曜
1
3
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
将

棋
、

ト
ラ

ン
プ

な
ど

高
齢

サ
ロ

ン
桑

袋
桑

袋
団

地
第

1
集

会
所

花
畑

8
丁

目
第

3
金

曜
･
翌

日
土

曜
1
3
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

茶
飲

み
、

輪
投

げ
、

カ
ラ

オ
ケ

、
体

操
な

ど
高

齢

と
も

し
び

サ
ロ

ン
東

伊
興

住
区

セ
ン

タ
ー

東
伊

興
1
丁

目
月
1
回
土
曜
(
不
定
期
)
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

・
童

謡
、

ボ
ー

ル
体

操
、

叙
情

歌
高

齢

令
和
3
年
6
月
1
日
現
在

資料編　ふれあいサロン　一覧

西
部

北
部

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
一
覧
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地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

ふ
く

ち
ゃ

ん
東

伊
興

住
区

セ
ン

タ
ー

分
館

(
生

活
館

)
東

伊
興

3
丁

目
第

3
･
4
水

曜
 
9
:
5
0
-
1
1
:
5
0
歌

高
齢

に
こ

ち
ゃ

ん
易

行
院

東
伊

興
4
丁

目
第

3
金

曜
①
1
0
:
0
0
-
1
1
:
0
0
②
1
1
:
3
0
-
1
2
:
3
0
0
歳
児
親
子
の
交
流
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
(
妊
婦
さ
ん
の
交
流
)

子
ど

も
・

子
育

て

ひ
つ

じ
カ

フ
ェ

ひ
な

た
平

野
1
丁

目
第

2
土

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

茶
飲

み
、

お
し

ゃ
べ

り
な

ど
高

齢

平
一

く
つ

ろ
ぎ

サ
ロ

ン
平

野
1
丁

目
団

地
集

会
所

平
野

1
丁

目
第

4
木

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
健

康
麻

雀
、

ト
ラ

ン
プ

な
ど

高
齢

ス
マ

イ
ル

サ
ロ

ン
ふ

ち
え

明
生

苑
保

木
間

4
丁

目
第

3
日

曜
1
3
:
3
0
-
1
6
:
3
0

ヒ
ー
リ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ら
く
ら
く
体
操
、
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
、
A
I
ス
ピ
ー
カ
ー

高
齢

な
か

ま
茶

家
ひ

が
く

り
そ

ん
ぽ

の
家

S
足

立
保

塚
保

塚
町

第
3
金

曜
1
4
:
0
0
-
1
5
:
3
0
お

茶
飲

み
、

情
報

交
換

、
仲

間
づ

く
り

な
ど

高
齢

ふ
れ

あ
い

サ
ロ

ン
　

マ
ハ

ロ
サ

ウ
ン

ド
ハ

ウ
ス

マ
ハ

ロ
南

花
畑

1
丁

目
第

2
土

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
健

康
体

操
　

歌
　

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

サ
ロ

ン
作

食
楽

代
表

者
宅

南
花

畑
3
丁

目
第

4
火

曜
1
1
:
0
0
-
1
3
:
0
0
お

し
ゃ

べ
り

、
料

理
高

齢

サ
ロ

ン
白

樺
花

畑
第

3
団

地
集

会
所

南
花

畑
4
丁

目
第

2
木

曜
1
1
:
0
0
-
1
3
:
0
0
食

事
会

、
交

流
、

芸
能

お
楽

し
み

会
高

齢

き
ら

ら
お

し
ゃ

べ
り

サ
ロ

ン
き

ら
ら

ハ
ウ

ス
花

畑
南

花
畑

4
丁

目
第

2
日

曜
1
4
:
0
0
-
1
5
:
3
0

お
茶
と
お
菓
子
で
お
し
ゃ
べ
り
、
地
域
交
流
、
体
操

高
齢

グ
リ

ー
ン

カ
ー

リ
ン

グ
倶

楽
部

ゆ
う

あ
い

の
郷

・
六

月
１

F
食

堂
六

月
1
丁

目
第

3
水

曜
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
グ

リ
ー

ン
カ

ー
リ

ン
グ

高
齢

六
月
中
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

六
月

中
学

校
六

月
1
丁

目
年

3
回

(
9
･
1
2
･
1
月

)
1
2
:
3
0
-
1
5
:
3
0
中

学
生

と
高

齢
者

の
交

流
体

験
高

齢

ほ
っ

と
サ

ロ
ン

万
葉

足
立

万
葉

苑
六

月
2
丁

目
第

4
火

曜
1
4
:
0
0
-
1
5
:
3
0
お

し
ゃ

べ
り

、
歌

、
体

操
、

お
茶

な
ど

高
齢

管
内

管
内

管
内

管
内

管
内
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中
部

地
区

＝
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

あ
だ

ち
、

基
幹

、
関

原
、

中
央

本
町

、
本

木
関

原
）

　
　

 
 
※

　
地

区
ご

と
の

サ
ロ

ン
の

掲
載

順
は

、
開

催
場

所
住

所
の

五
十

音
順

で
す

。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
一
覧

令
和
3
年
6
月
1
日
現
在

資料編　ふれあいサロン　一覧

（
伊

興
、

は
な

は
た

、
一

ツ
家

、
保

木
間

、
六

月
）

西
部

地
区

＝
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

北
部

地
区

＝
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

北
部 千
住

地
区

＝
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

東
部

地
区

＝
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

（
新

田
、

千
住

西
、

千
住

の
郷

、
千

住
本

町
、

日
の

出
）

（
さ

の
、

東
和

、
中

川
、

西
綾

瀬
）

（
入

谷
、

扇
、

江
北

、
鹿

浜
、

西
新

井
、

西
新

井
本

町
）
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名称 電話番号 所在地 担当する地域 

基幹 ※ 5681-3373 梅島２－１－２０ 梅島、中央本町１、島根 

あだち 3880-8155 足立４－１３－２２ 足立、中央本町２、梅田１ 

さの 5682-0157 佐野２－３０－１２ 
加平、北加平町、神明、神明南、 

辰沼、六木、佐野、大谷田２～５ 

関原 3889-1487 関原２－１０－１０ 梅田２～８ 

中央本町 3852-0006 中央本町４－１４－２０ 
中央本町３～５、青井１・３～６、 

西加平 

東和 5613-1200 東和４－７－２３ 綾瀬、東綾瀬、谷中、東和１・３ 

中川 3605-4985 中川４－２－１４ 東和２・４・５、中川、大谷田１ 

西綾瀬 5681-7650 西綾瀬３－２－１ 西綾瀬、弘道、青井２ 

はなはた 3883-0048 花畑４－３９－１１ 花畑、南花畑５ 

一ツ家 3850-0300 一ツ家４－５－１１ 
平野、一ツ家、保塚町、六町、 

南花畑１～４ 

保木間 3859-3965 保木間５－２３－２０ 西保木間、保木間、東保木間 

六月 5242-0302 六月１－６－１ 六月、東六月町、竹の塚 

地域包括支援センター 

担当地域別一覧 西側は 

右面へ 
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名称 電話番号 所在地 担当する地域 

伊興 5837-1280 伊興３－７－４ 
伊興、東伊興、伊興本町、 

西伊興、西竹の塚 

入谷 3855-6362 入谷９－１５－１８ 入谷、舎人、古千谷、古千谷本町 

扇 3856-7007 扇１－５２－２３ 
扇、興野、本木東町、本木西町、 

本木南町、本木北町 

江北 5839-3640 江北３－１４－１ 江北、堀之内 

鹿浜 5838-0825 皿沼２－８－８ 鹿浜、加賀、皿沼、谷在家、椿 

新田 3927-7288 新田３－４－１０ 新田、宮城、小台 

千住西 5244-0248 千住中居町１０－１０ 

千住桜木、千住緑町、千住龍田町、 

千住中居町、千住宮元町、 

千住仲町、千住河原町、千住橋戸町 

千寿の郷 3881-1691 柳原１－２５－１５ 
柳原、千住関屋町、千住曙町、 

千住東１ 

千住本町 3888-1510 千住３－７－１０１ 
千住、千住元町、千住大川町、 

千住寿町、千住柳町 

西新井 3898-8391 西新井２－５－５ 西新井、栗原 

西新井本町 3856-6511 西新井本町２－２３－１ 西新井本町、西新井栄町 

日の出 3870-1184 日ノ出町２７－４－１１２ 日ノ出町、千住旭町、千住東２ 

本木関原 5845-3330 本木１－４－１０ 関原、本木 

地域包括支援センター 

担当地域別一覧 東側は 

左面へ 
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